
平成２９年度 

全国公共図書館研究集会  
（サービス部門 総合・経営部門） 

北日本図書館連盟研究協議会 

 

報告書 
 

研究主題    もっと地域の中に図書館を  

ー図書館の多様化する社会的役割ー 

 

期   日    平成２９年１１月３０日（木）・１２月１日（金） 

 

会   場    東京エレクトロンホール宮城（宮城県民会館）  

〒９８０－０８０３ 仙台市青葉区国分町３丁目３－７  

 

主   催    公益社団法人日本図書館協会公共図書館部会  

北日本図書館連盟 

宮城県教育委員会 

宮城県公立図書館等連絡会議 

 

主   管    宮城県図書館 

 

 

 



- 1 - 

 

目  次 

 

 
 

開催要項                              ………  ２ 

 

 

基調講演                              ………  ４ 

       「図書館の多様化する社会的役割」  

                跡見学園女子大学 文学部 教授 植松 貞夫 氏 

 

 

事例発表①                              ……… １５ 

       まちのにぎわいや交流を創る図書館 

                伊丹市立図書館「ことば蔵」 館長 綾野 昌幸 氏 

 

 

事例発表②                             ……… ２４ 

       「マルシェ 本活（ほんかつ）プロジェクト」青空の下で本を楽しもう 

        ～本と人をつなげる 出前図書館～ 

                新庄市立図書館 館長   高橋 一枝 氏 

館長補佐 郷野目香織 氏 

 

 

事例発表③                             ……… ３３ 

       『つなぐ』 本との出会いは きっと 人との出逢い  

～０歳から１００歳まで楽しく憩う図書館づくり～ 

   鹿角市立図書館 館長 小林 光代 氏 

 

 

情勢報告                              ……… ４０ 

                公益社団法人日本図書館協会  

 

 

全体会（パネルディスカッション）                   ……… ４３ 

       もっと地域の中に図書館を ―図書館の多様化する社会的役割― 

                コーディネーター：植松 貞夫 氏 

                パネリスト   ：綾野 昌幸 氏 

                         高橋 一枝 氏 

                         郷野目香織 氏 

                         小林 光代 氏 

 

 

 



- 2 - 

 

開催要項 

                                               

 

１ 研究主題 

  もっと地域の中に図書館を ―図書館の多様化する社会的役割― 

 

２ 趣  旨    

これまでの図書館は、「静かに本を読むところ」、「調べものをするところ」とイメージされることが

多かったが、社会の変化に対応し、地域に根ざした図書館づくりや各関係機関との連携など、果たすべ

き役割も多様化してきています。近年、これまでの図書館のイメージを覆すような様々なイベントや取

組を行う図書館も増え、地域のニーズに合わせた図書館の姿や活用方法へと変容してきています。 

今回の研究集会では、図書館に求められるものがどのように変化・多様化してきているか、新たな取

組を行うきっかけや、取組に際し課題をどう解決したかなどを通し、地域における各図書館が新たな可

能性を探り、それぞれに目指す役割を考える契機としたいと思います。 

 

３ 主  催   

公益社団法人日本図書館協会公共図書館部会  

北日本図書館連盟 

宮城県教育委員会 

宮城県公立図書館等連絡会議 

 

４ 主  管     

宮城県図書館 

 

５ 期  日     

平成２９年１１月３０日（木）・１２月１日（金） 

 

６ 会  場     

東京エレクトロンホール宮城（宮城県民会館）  

〒９８０－０８０３ 仙台市青葉区国分町３丁目３－７  

 

７ 参 加 者     

全国の公共図書館及び関係機関の職員、学校及び教育委員会の関係者、図書館活動の関係者並びに図

書館に関心のある方 
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８ 日  程 

（第１日目） １１月３０日（木） 

12:00   13:00  13:20      14:50 15:05       17:05  17:15     17:30  18:00     20:00 

受 付 開会式 基調講演 
休

憩 
事例発表 

休

憩 
情勢報告 移動 

※１ 

情報交換会 

※１ 情報交換会：スマイルホテル仙台国分町店 ３Ｆ宴会場「楓」 

（第２日目） １２月１日（金）                 

9:00   9:20               10:50  11:00       11:10    11:40           12:40             

受 付 
全体会 

(パネルディスカッション) 

休

憩 
閉会式 移動 

※2 

図書館見学 

※２ 閉会式終了後、仙台市民図書館へ移動（徒歩約 5分）→見学後現地解散 

９ 内  容 

(１) 基調講演 

演  題：「図書館の多様化する社会的役割」     

講  師：跡見学園女子大学 文学部 教授 植松 貞夫 氏 

 

(２) 事例発表                   

① まちのにぎわいや交流を創る図書館 

発表者：伊丹市立図書館「ことば蔵」 館長 綾野 昌幸 氏 

 

② 「マルシェ 本活（ほんかつ）プロジェクト」青空の下で本を楽しもう 

      ～本と人をつなげる 出前図書館～ 

       発表者：新庄市立図書館 館長   高橋 一枝  氏 

館長補佐 郷野目 香織 氏 

 

③ 『つなぐ』 本との出会いは きっと 人との出逢い  

～０歳から１００歳まで楽しく憩う図書館づくり～ 

発表者：鹿角市立図書館 館長 小林 光代 氏  

 

(３) 情勢報告                  

公益社団法人日本図書館協会  

 

(４) 全体会（パネルディスカッション）  

    もっと地域の中に図書館を ―図書館の多様化する社会的役割― 

      コーディネーター：植松 貞夫  氏 

      パネリスト   ：綾野 昌幸  氏 

               高橋 一枝  氏 

               郷野目 香織 氏 

               小林 光代  氏 
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＜基調講演＞ 

「図書館の多様化する社会的役割」 

 

跡見学園女子大学 文学部  

教授 植松 貞夫 氏 

 

こんにちは。ご紹介いただきました植松です。よろ

しくお願いいたします。みなさんにお配りしたプリン

トは，１０月の初めに提出したものでして，時間が経

ち考えも変わってきたところもありますので，話の順

番などが違うところがあるかと思いますが，お許しく

ださい。 

最初はみなさんのプリントにはない画面をご覧いた

だきます。 

この月曜日に，土浦市立図書館の新しい図書館がオ

ープンしました。私は今，茨城県のつくば市に住んで

いいまして，土浦は隣町です。 

かれこれ１０年ぐらい前からこの図書館を全く新し

く建て直すことに関わってきました。東日本大震災に

よる頓挫など紆余曲折がありましたが，面積５，１２

０平米，開架２０万冊で開館しました。 

この新聞記事を読み上げてみますと，「県南の商都

として栄えた土浦市だが，近年は駅前から大型店の撤

退が相次ぎにぎわい創出が大きな課題。新図書館は市

民の知の拠点であるだけでなく，駅前活性化という新

たな使命を担う。」「文化と地域活性化は，車の両輪。

県内３番目に古い歴史を持つ図書館が活性化という役

割を課され，２７日の船出を待つ。」「駅前に光をも

たらす核となることが期待される。」と書かれていま

す。この図では，ここが図書館です。ここに駅ビルが

あり，その正面が市役所です。大型スーパーの撤退後

空きビルになっていたところに２０１５年，市役所が

移転してきました。 

「地域活性化に寄与する図書館」は１０年前から一

貫した，この図書館のキーワードでした。 

もう一つ別な話です。 

この写真は２００５年，新しいローマ法王を選ぶコ

ンクラーベという会議の結果を聞きに集まった人々で

す。次，こちらは２０１３年の同じく新法王決定の発

表を聞く人々の姿です。おわかりいただけるように，

２００５年にはいわゆるガラケーで写真を撮っている

人が一人ここに見えているだけですが，２０１３年は

ほぼ全員がスマホを持って撮影しています。２００７

年にｉＰｈｏｎｅが発売され瞬く間に普及しました。

わずか８年，実質は６年経たずのうちに，人々の情報

入手手段が大きく変わったことが見てとれます。 

以上を前振りとして，まず，図書館の不変の役割に

ついて確認しておきます。 

古来より人間は，図書館を作り続けてきました。お

よそ今から５５００年ぐらい前，メソポタミアとエジ

プトとで同時に文字の使用が開始されました。それま

で人間は頭の中で記憶し，話し言葉で人に伝えること

で済んでいたものが，農業社会が進展し，都市国家が

できると，もう話し言葉だけではコミュニケーション

手段として不十分になります。頭が満杯になってしま

うので，頭の中から外に記憶を出して記録を作る文字

を考えつきました。記録を見れば記憶がよみがえり，

昔はどうであったかを参照できます。必要な時に見る
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ことができるよう多様な記録を蓄積し，提供する図書

館は，人類が作りだした社会的仕組みとしての「巨人

の肩」です。 

１２世紀のある学者は「我 は々先人よりもより多く，

より遠くまで見ることができる。しかし，それは我々

の視力が鋭いからでもなく，あるいは我々の背丈が高

いからでもない。我々は巨人の体の上で，上に高く持

ち上げられているからだ」と述べました。つまり先人

たちが積み上げた知的資源の上に我々の知的活動があ

るということです。我々が知的活動の成果として発見

したこと，考えたこと，体験したことを記録にとどめ

ます。図書館はそれを集め，蓄積していく。同時代の

人がそれを読むことで「ああそうなのか」と共有する。

その結果，少しだけ進化した新しいことを考えつくと

いうわけです。共時的に見るならば，社会における知

識や情報の伝達を円滑にする「巨人の肩」です。知的

資産が保存されて１００年後，２００年後の人がそれ

を読んで学習して，それを基に新しい知識の生産を行

う。その成果がまた図書館に入ってくる。通時的に見

るならば，記録資料の保存，蓄積によって世代間の文

化の継承，発展に寄与する「巨人の肩」であるという

わけです。このように「巨人の肩」の社会的仕組みの

一つが図書館であるといえます。 

次に，今日までの図書館がどのような存在であった

か変遷を振り返りたいと思います。 

日本における近代公共図書館の考え方は１９４５年

の第二次世界大戦の敗戦によって新たにもたらされま

した。 

その近代公共図書館のショーウィンドウとして，連

合国軍最高司令官総司令部の中の民間情報教育局

ＣＩＥが設置したＣＩＥ図書館がつくられました。１

９５０年までに人口２０万人以上の都市に２３館が設

置され，ここ仙台市にも作られました。 

そこには７年間で約５０名のアメリカ人，３分の２

が女性だそうですが，専門家の司書が配置され，運営

やサービス，そしてカード目録の作り方等を日本人図

書館員に教育しました。入場無料で手続き不要，冷暖

房，座席も十分用意されている。開架式で主に英文の

図書と雑誌，そして一部は貸出，レファレンスサービ

ス，相互貸借，児童サービス，それから図書館や学校

への団体貸出，さらには英会話教室や映画会，講演会

等を開催ということで，海外のビジネス情報や戦争中

閉ざされていたアメリカ文化を読みたい，見たいと多

くの人が利用したと言われています。 

１９５０年に制定された図書館法には，近代公共図

書館の考え方が取り入れられます。ここで，図書館法

でいう図書館とはという「定義」を確認しますと，「図

書館とは，図書，記録その他必要な資料を収集し，整

理し，保存して，一般公衆の利用に供し，その教養，

調査研究，レクリエーション等に資することを目的と

する施設」です。さまざまな考え方の図書や記録を集

め，誰にでも提供して，教養の涵養，調査研究，娯楽

的に使ってもらうための施設であるということです。 

この制定時の図書館法では，第２０条で「国は図書

館を設置する地方公共団体に対して，予算の範囲内に

おいて，図書館の施設，設備に関する経費その他必要

な経費の一部を補助することができる」とされ，補助

金の交付に関し必要な事項は別に定めるとされていま

す。続いて第２１条で，「文部大臣は，前条の規定に

よる補助金を交付する場合には，その設置する図書館

が，最低の基準に達しているかを審査し，その基準に

達している場合にのみ，当該補助金の交付をする」と

なっていました。 

それを具体化した，公立社会教育施設整備費補助金

交付事業が１９５１年から開始され，地方自治体が図

書館施設を設置する際には，本工事費の一部を補助を

受けられる事業です。この交付の要件として「館長と

なる者は，司書となる資格を有するものでなければな
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らない」と，司書館長の必置をうたっていました。必

須要件でしたので，図書館を造るには館長が司書有資

格者でないと補助金をもらえないと，私が昔所属して

いた図書館情報大学には，毎年の夏期講習に，たくさ

んの方が司書資格取得に来られました。 

とは言いましても，１９５０年ごろまでは，戦災か

らの復興が最優先の課題でしたので，図書館が新たに

作られることは少なく，かつ図書館で働く専門的な職

員の確保も難しいという状況にありました。実際問題

として，図書館は特別な人が利用する場所であり，閉

架式で館内閲覧中心でした。 

私の大学の先輩が，１９５３年に東京の杉並図書館

などの複数の図書館で，平日と休日に，「どこから来

ましたか」，「職業は」，「何を目的に来ましたか」

という来館者調査を実施しました。 

割と大がかりで，４，０００人の来館者を捉えるこ

とができましたが，職業として，主婦はわずか４人で

した。利用の主体は誰かと言うと，高校生，受験生並

びに調べものがあるなど特殊な人でした。 

平均在館時間は３時間で，朝やってきてお昼までい

て，外にご飯を食べに行って，また戻って３時間ぐら

いいるというのが多数です。そのための図書館ですか

ら，机と椅子，静かな場所があればよいとされました。

別に本とか雑誌とかが提供されている必要はない，と

いうとちょっと大げさですね。 

この図は，青森県の八戸市立図書館です。今，私が

預からせていただいている日本図書館協会施設委員会

のメンバーが，八戸市から依頼されて，新しい近代公

共図書館を作りたいと設計したものです。 

したがいまして，図のように，入館手続きの廃止，

開架書架，レファレンスデスク，そして集会室，館外

奉仕のためのステーションの設置など，新しい図書館

サービス場が設けられています。しかし，市の要望を

受け，さほど広くはない館内に，６人掛けのテーブル

をこれだけの数並べて，１４０人以上座らせる。そし

て，児童室は，自習している人たちにうるさくないよ

う，仕切られた部屋とするということでした。 

同様の例として，最高水準の図書館を標榜して，１

９６１年１１月に開館した大阪市立中央図書館です。

６，８６４平米に対して座席数は１，１５０席という，

恐るべき数の座席が並べられています。ちょっと見に

くいと思いますが，これ全部座席です。このように図

書館は学生の勉強部屋でした。 

高度経済成長に向かう社会の流れの中で，日本図書

館協会から，図書館法でいう資料提供を貸出で行おう

という考え方が提起されました。キャッチフレーズは，

「買い物かごを提げて図書館へ」，「借りて帰って家

で読む図書館」です。 

このようなサービスを実践した１９７１年の町田市

立図書館での調査では，主な利用者は主婦と子供であ

り，平均在館時間はわずか２０分でした。図書館に入

って，何を借りようかなと巡って，手続きして出る。

そこまでで２０分です。２０分ぐらいであれば，周囲

がうるさくても問題ないということで，駅前などわか

りやすく，人が集まりやすい場所に図書館が建てられ

ることになりました。 

代表的な例の日野市立図書館本館です。Ｌ型で，こ

ちらは成人こちらが児童です。成人エリアの図を見て

いただくと，先ほどのような机と椅子は全くありませ

ん。館内はこのような感じで，窓際にソファがあり，

雑誌が置いてあって読んでいる人がいます。書架には

たくさんの本が並んでいる。奥に進んでも机と椅子の

セットはなくスツールのみです。 

まさに借りて帰って家で読む図書館です。 

このような図書館が全国で大いに支持されました。

１９７０年以降の高度経済成長期，貸出図書館を我が

町にも我が市にもと，急速に整備されました。それに

伴って貸出冊数も伸びていくこととなります。 
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高度経済成長を経て１９８０年代の半ば，豊かな社

会が到来し，自治体財政も豊かになりました。人々の

生活での大きな変化は，自家用車の普及であり，雑誌

種数の増加，ビデオが普及するなどです。図書館も単

に館数の増加ではなく，一つのまちの中に複数の図書

館が作られる。コンピュータを用いた貸出返却システ

ムが本格的に普及して，購入する本を発注すれば，コ

ンピュータ用データとともに装備済みで届く，資料選

択から納入までの外部委託システムが成長してきます。

ますます貸出業務が簡単になりました。 

また，利用者は自家用車で自分の好きな図書館に行

くことができますから，大きな建物，広い駐車場の得

られる場所に，何でもあり型の図書館をつくって遠く

からでも利用者を集めるということで，一つの建物に

数種類の施設が入る複合施設が作られるようになりま

した。 

１９８０年代までは，複合施設には分館が入るのが

定番でしたが，１９９０年代になりますと，本館も複

合施設の中に作られるようになりました。 

これは１９８７年開館の埼玉県朝霞市立図書館です。

図でおわかりのように，日野の図書館に比べるとずっ

とごちゃごちゃとしています。ごちゃごちゃしている

ということは，いろんなものがあるということです。 

これは休日のお昼ごろですが，家族そろって図書館

から帰るところです。お父さんとお母さんは図書館バ

ッグを提げて，二人の子供は紙芝居を一つずつ小脇に

抱えて，駐車場に向かっていくところです。これから，

ファミリーレストランでご飯を食べて帰ろうというパ

ターンですね。 

中に入りますと，まだカードカタログがある時代で

すが，見通しはよくて，何がどこにあるかが見渡せま

す。ここには雑誌，そしてこの辺がビデオ観賞のスペ

ースです。一言余計なことを申し上げると，ご覧のよ

うに，ここに映っているのは男性ばかりです。その当

時の男性利用者の多くは，運転手として来館していま

すので，雑誌とか新聞を読みながら，母親と子供が本

を選ぶのを待っているのです。調べもののための社会

人席，若者のためのティーンズコーナー，ガラスで囲

まれた静かな読書室，それから児童スペースです。 

別の図書館ですが，ここはソファベンチですね。こ

の植え込みの向こうに見えているのが，畳敷きの部屋

です。その隣には８人掛けのテーブル席，そしてここ

は，今日はどちらを借りていくかなと拾い読みをする

ためのスペース。そして，ここに扉があり外で読む屋

外読書のスペースです。「今日はこういう目的で来た

からここを使おう」というのが選べて，長くいようと

思えば長くいられる図書館です。 

そのほか，公共図書館にも個室が設けられるように

なりました。これはグループ学習室です。 

この写真は，佐賀県伊万里市民図書館のグループ活

動室です。例えば陶芸のグループが書棚から名人の作

品集を持ってきて，この部屋で作ることができます。

このような市民グループが，活動の成果を図書館に陳

列すると，幅広い年齢層の人が来館しますから，たく

さんの人に見てもらえるということで，展示スペース

も設けられる例が増えました。 

以上，日本の公共図書館の推移をまとめますと，６

０年代半ばまでは学生の勉強部屋で，静かな場所に机

と椅子が並ぶ図書館。６０年代半ばから８０年代半ば

ぐらいまでは貸出型図書館で，借りて帰って家で読ん

でもらう図書館。それが８０年代以降，長時間在館型

といって，基本となるサービスは貸出ですが，大規模

で何でもあり型の図書館がつくられてきました。日本

図書館協会のリードもあり，多くの図書館がおおむね

同じ方向を向いてやってきたといえます。 

これが２０００年以降のいわゆるデジタル情報時代

において，どういう方向を向いていくべきかは，みな

さん関心を持っておられるところであろうと思います。



- 8 - 

先に結論を申し上げると，もう，全体が何か一つの同

じ方向を向くということはない。それぞれの図書館が

個性を持ち，それぞれの狙いを持って図書館活動をし

ていく時期に来ているといえます。ここに何々時代と

いうのをもう挙げることができない，挙げるべきでも

ない，そういう時代です。 

それではここから，図書館を取りまく環境の変化に

ついて，五項を順に挙げて説明します。 

その第一は，バブルの崩壊後の国家及び自治体財政

の逼迫です。１９９０年代初めにバブルが崩壊し，国

も自治体も大幅な税収減にみまわれました。それもあ

って地方分権，規制改革が提唱され，補助金から交付

金方式に変わります。補助金は，特定の事業のために

国が財政援助をするものですが，交付金は，特定の目

的を持って交付する金銭を広く指す言葉です。計画に

位置づけられた事業全体に対して補助するもので，当

該計画内の事業間，年度間での流用は可能となってい

ます。先ほど挙げた公立社会教育施設整備費補助事業

も１９９７年度末をもって廃止になりました。その間，

合計で９００を超える図書館がこの事業で図書館建設

費の一部を援助してもらっています。つまり，これら

９００の図書館では，少なくとも新築開館時には司書

資格をもつ館長がいる状況であったわけです。 

ここで，昨今の図書館設置数の推移を見ていただき

ます。このグラフは建築工事を伴った図書館設置を，

『図書館年鑑』の各年版をもとに作成したものです。

２０００年以降でも，毎年，合計で５０館ぐらいが作

られ続けていることが分かります。 

その内訳を種別に見ていただくと，場所を移るか移

らないかはともかくとして，本館をもう一度作り直す

が，直近では一番多くの数となっています。続いて，

地域館・分館の更新です。すなわち本館，分館とも更

新，建替えが主体です。ちなみに，建替える前の建物

がどのくらいの年数であったかというのを見ますと，

早いもので３０年程度，長いもので５０年ぐらいです。 

建て直しの理由を，建築計画書などから見ますと，

まず老朽化，狭隘化が挙げられています。次いでデジ

タル社会の図書館サービスの場にふさわしくない，こ

れが図書館的な理由の主要な二つです。加えて，多様

化する市民ニーズに対応できないとか，地域の再活性

化や住民相互のふれあいの場を作りたい，子育て支援

に貢献できる図書館を作るべきなどが挙げられていま

す。 

そして，駅前や中心市街地，市役所の隣接地に立地さ

せる事例が増えています。とくに駅前図書館の増加は

顕著です。愛知県の一宮市の図書館はまさに駅ビル内

ですし，冒頭に話した土浦市も駅横のビルです。それ

から，いわゆるシャッター通りになってしまった中心

市街地ににぎわいを戻そうと，中心市街地に図書館を

移転させる例もたくさんあります。例えば静岡県島田

市では，中心市街地の商業施設ビルを市が購入して図

書館として改修しています。これは土浦市の市役所と

同じ発想です。市役所隣接地というのは，防災拠点的

な考え方が含まれていますし，市役所の駐車場が土曜

日曜には空いているので，そこに立地するのは好都合

だということもあります。先に述べたように複合施設

図書館もますます多様化が進行していますが，池田小

学校事件以来あまり実施例のなかった，学校の中に公

共図書館を作ることも復活してきています。 

いずれにしても，大規模かつ多機能化して建替える

ということが増えているのですが，税収減の自治体は

お金が足りませんから，建設資金は交付金の獲得が頼

りという状況になっています。 

２０１５年中に開館した図書館が得た主な交付金を

見ていただきますと，一番多いのは，国土交通省の社

会資本整備総合交付金です。昔，まちづくり交付金と

言ったものです。それから，がんばる地域交付金とか，

地域活性化事業債，合併特例債。それから日本図書館
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協会も活動して図書館にも適用されることになった過

疎債です。このほかでは，住民生活に光を注ぐ交付金

によってかなりの数の図書館が作られました。ここ数

年増えているのは，森林・林業再生基盤づくり交付金

など林野庁系です。 

最多例の社会資本整備総合交付金は，国土交通省所

管の地方公共団体に向け個別補助金を一つの交付金に

一括したもので，地方公共団体にとって自由度が高く

創意工夫が生かせる交付金として，平成２２年度に創

設されました。 

この交付金の目的は，「都市再生特別措置法に基づ

き，地方公共団体等が行う社会資本の整備，その他の

取り組みを支援することにより，交通の安全の確保そ

の円滑化，経済基盤の強化，生活環境の保全，都市環

境の改善及び国土の保全と開発並びに，住生活の安定

の確保及び向上を図る」とされています。図書館の施

設更新は，この部分，住生活の安定の確保及び向上を

図るさまざまな施策の中の一つとして組み込まれるこ

とになります。交付金獲得のためには，図書館の整備

計画を社会資本の整備とか，地域活性化という全体フ

レームの中に適合させなければなりません。つまり，

まちづくりとか，都市再整備，にぎわい創出，地域活

性化，防災拠点形成，地域振興などの交付金キーワー

ドに図書館の備えるべき機能を整合させ，図書館を作

ることによってまちづくりや都市再生，にぎわい創出

に寄与するというストーリーを組み上げる必要がある

というわけです。 

多様な複数の施策をどのように構築すれば交付金が

得られやすいかや，新設された交付金はどんなことを

狙っているのかといった，交付金についての情報収集，

交付金獲得のための企画は，首長部局の仕事として行

われています。その結果として，私も現在いくつかの

図書館整備に関係していますが，その多くは首長部局

主導で勧められています。 

このような状況も強く関連していると思いますが，

ここ数年で，図書館を教育委員会内に位置づけない自

治体が大幅に増えてきています。２００８年の地方教

育行政法の改正により，条例によって，文化とスポー

ツに関する行政事務を，首長部局の所管とすることが

できるようになりました。社会教育調査によりますと，

２００８年では，わずかに２県，市区で３，町で１で

ありましたものが，２０１１年には３県，９９市区，

４町，２０１５年には４県，１２６市区，６町と増え

てきています。教育委員会の所管であるべき図書館法

に基づいて設置した図書館を，文化施設と位置づけ，

教育委員会の権限に属する事務の補助執行に関する条

例などを定めて，首長部局に置くものです。東京都区

部では千代田区，豊島区，足立区，荒川区，江戸川区

が，都下の府中市もそうです。また，開館当初からこ

の形を取っていた愛知県図書館は県民生活部文化芸術

課の所管です。三重県立図書館は環境生活部。奈良県

立図書情報館は，地域振興部文化振興課に所管されて

います。図で書くとこのようになります。 

続いて，取り巻く環境の変化の第二は，インターネ

ット社会の進展です。パソコンや携帯端末の普及によ

って，時間と距離を超越したマルチメディア情報の流

通が展開されていますが，私は最も大きな変化は，情

報受発信のセルフ化であると考えています。これまで，

自分が見つけたこと考えたことを，他の人に伝える情

報発信に関しては，多くの人は友達に話し言葉で伝え

るのが限界でした。新聞や雑誌に記事を書ける，本を

書くことができる人は特殊な人でした。しかし，現在

では，多くの人々がブログを開設して頻繁に発信して

います。それは発信のセルフ化です。 

受信のセルフ化は，例えば，どの図書館も世界の全

ての本を集めているわけではありません。利用者は図

書館によって選択されたものから選んでいるのです。

その意味では，情報の受信もある程度セレクトされた
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ものを受けるのが精いっぱいでした。インターネット

によって，誰でも世界中から好きなものを探し出して

読めるようになってきました。もちろん全てではあり

ませんが。 

また，知識やデータ，ノウハウが価値を持つ知識社

会がつくりだされました。ビックデータなどという言

葉が喧伝されているのは，ご存知のとおりです。この

知識社会は，自己判断，自己責任の時代です。自身で

情報を集め，それに基づいて自分で決め，自分で責任

を取るということですから，情報取得能力によっては，

損する人が出てくることが危惧されています。 

インターネット社会については，１９８０年に刊行

されたアルビン・トフラーの「第三の波」という書が

あります。人類が体験した第一の波は農業の開始，第

二の波は産業革命，第三の波が情報革命とされます。

これを受けて，カリフォルニア州立大学のランカスタ

ー教授は彼の書で，これからはコンピュータで結ばれ

たペーパーレス社会が到来する。図書館は古来より知

識伝達の場とであった，知識を伝える手段が紙の本で

あったから，本の並ぶ図書館が作られてきた。ペーパ

ーレスとなる２０００年には，利用者はもはや図書館

に行く必要はなくなる。物理的な本と，本が並ぶ図書

館はなくなっているだろうと，５年おきの予測図を描

いて示しました。物理的な図書と図書館は絶滅危惧種

とされたわけで，関係者に大きな衝撃を与えた書でし

た。 

実際には，私が筑波大学の附属図書館長になった２

００４年ごろから，科学，工学，医学領域の学術雑誌

の多くは電子ジャーナル化され，自宅や研究室からで

も閲覧できますから，教員や学生は，学術雑誌を見る

ために図書館に来る必要はなくなりました。図書館で

は，冊子体の学術雑誌を買うことをやめ，学術雑誌が

並ぶスペースは姿を消しました。ランカスター教授の

予測が一部当たったといえます。 

電子図書館を模式化するとこのようになります。 

自宅からでも携帯端末からでも，もちろん館内のＰ

Ｃからでもアクセスして，利用者であると認定される

と契約先のデータベース，電子ジャーナルなどを閲覧

でき，必要なものをダウンロードできる。図書館はコ

ンテンツの購入契約をしますが，正確にはアクセス権

の購入です。 

図に示しましたように，ペーパーレス電子図書館を

右に，対極に印刷資料だけの図書館を置くと，これか

らの図書館像は，両者の間に位置づけられるハイブリ

ットライブラリー，混合図書館であるといえます。相

当程度ペーパーレス図書館に近い館もあれば，逆に，

紙図書館に近いものも存在することになりましょう。 

変化の第三は，少子高齢化の進行です。 

母と子供が利用者の主体であった図書館から，成人，

高齢者，特に男性高齢者の図書館になっているのは，

みなさんが実感されているところでありましょう。だ

からこその子育てサービスの重視，子育て支援も強調

されています。子育て支援に熱心な市には，若い世帯

が引っ越してくる。そして地域が活性化するというス

トーリーです。例えば，本日ご参加の佐賀県基山町で

は，若年世帯の定住促進を主要施策に据えておられ、

図書館もそれへの寄与が求められています。 

第四に，平成の大合併です。明治の大合併，昭和の

大合併と経て，平成の大合併で３，２３２あった自治

体が１，７２７になっています。合併した新しい市に

おける新たなコミュニティづくりが課題です。それに

は，社会教育と社会教育施設の役割が大きいといえま

す。また，合併前の庁舎施設が余っている状況があり

ます。先ほど町村において図書館設置が増えている図

を見てもらいましたが，合併前の役場庁舎を改修して

図書館を設置した事例はたくさんあります。 

第五は，出版不況です。「出版状況クロニクル」に

基づき，出版社売上額の前年度比を表にしてみますと，
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２００４年から２０１０年までずっとマイナスです。

実は，もっと前から続いています。 

こういう中にあって，図書館が貸出サービスのみに

突出しているのではないかと批判されています。つい

先日の全国図書館大会においても，某出版社の方の文

庫本の貸出云々という発言が話題になりました。 

自治体財政の逼迫を受け，１９９３年をピークに資

料購入費は削減の一途です。そして，１９９８年をピ

ークに専任の正規職員の数も減り続けている状況です，

にもかかわらず貸出冊数だけは伸び続けています。「貸

出」は一番わかりやすい，数値目標化しやすい指標と

いうことで伸び続けている。２００９年の個人貸出し

冊数は約７億冊で，１９９３年の２．１倍です。 

長引く出版不況と貸出冊数の伸びとを根拠に，１９

９７年ごろから，ベストセラーの複本を多数備えて貸

し出す図書館は，無料貸本屋ではないかとの批判がな

されています。慶応義塾大学の林教授は，「図書館は

無料貸本屋か」を文芸春秋に，出版人の能勢氏は，「増

加一途の図書館貸出冊数－書籍販売の伸びおびやかす

一要因」，小説家の楡周平さんは，「図書館栄えて物

書き滅ぶ」を書いておられます。このように，図書館

が貸出だけに力を入れていくのは，社会的にもう容認

されないと言えます。 

オランダの図書館では，１９９０年代に国家財政の

逼迫を受け，サービスの削減すなわち，図書館の数を

大きく減らす，開館時間を短縮する，コレクションや

職員数を削減する，職員の育成を放置するなどを行っ

てきました。そのため，２０００年以降の情報技術の

広範な普及によって，図書館の存在感が希薄になる→

利用者が減る→社会的な支援を失うという悪循環に陥

りました。日本でもサービス基盤の縮減がこのまま進

めば，一部の図書館はオランダと同じ道を歩んでしま

うのではないか，危機感を持つべきであると申し上げ

ておきたいと思います。 

公共図書館をもっと効果的，効率的な体制にすると

か，存在感がある図書館，要するに社会的支援を得ら

れる図書館にすることが，図書館界の今の課題である

と言えます。 

以上の五つの変化に加えて，ごく近年のことで，図

書館に大きな変化をもたらすと思われることを一つ挙

げます。 

ご参加の多くのみなさんが，既に指示を受けている

ことと思いますが，公共施設等総合管理計画の策定が，

全ての自治体に求められています。２０１２年１２月

に中央道笹子トンネルで天井板崩落事故が起こりまし

た。その原因は，トンネルが老朽化していたことに加

え，保守，管理が不適切であったと道路会社が有罪と

なっていますが，これを契機に浮上した課題です。 

日本の社会資本整備は，１９６０年から８０年の高

度経済成長期に集中的に行われたことから，現在一斉

に大規模な改修，建替え，更新の時期を迎えています。

先程の図で見ていただいたように，図書館でも，今の

流れは建替えです。それに至らなくても，空調設備や

内外装材の更新など大規模な改修を迫られています。

自治体の税収減が進行する一方で，この増大化する公

共施設維持・更新の財政負担をどうするかが，多くの

自治体にとって喫緊の課題となってきています。 

２０１４年４月に総務省が自治体に，「公共施設等

総合管理計画を策定せよ」と，指針を提示して，比較

的短い年限内の策定を要請しました。この公共施設等

とは「公共施設，公用施設，その他当該地方公共団体

が所有する建築物その他の工作物」で，市民生活に関

わるあらゆるものです。公共施設マネジメント計画と

も呼ばれていますが，地方公共団体が所有する公共施

設の老朽化に対応して，安全・安心かつ持続的に公共

施設を維持・更新するための取り組み計画案の策定を

求めています。 

「公共施設の総合的な管理による老朽化対策等の推
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進」と題して総務省が作成したプリントを見ていただ

きます。日本の公共施設は，左図のように数が増えて

いるのですが，７０年代から８０年代の上り方が顕著

です。右の図は，社会保障関連費と公債費の増加のた

め，公共施設の新設・維持・改良のための経費である

普通建設事業費が削減され続けていることを示してい

ます。前二者の増加は続くことになりますから，公共

施設の維持費は削減され続けるだろうというわけです。 

本計画の策定で先行している，埼玉県のさいたま市

では，このような図で市民に，抑制型の公共施設マネ

ジメント計画の必要性を訴えています。まず右では，

総延床面積２６０万平米の公共施設のうち，建築後３

０年以上の施設が５２％であること， 面積比率では５

１.４％が学校であることを示しています。次に，この

図は，今後の対応策として，学校の建替時には公民館，

コミュニティセンター，福祉施設などを加えた複合施

設として整備する案を提示しています。また右にあり

ますが，さいたま市では「ハコモノ三原則」なるもの

を定めています。すなわち，①新しい施設は原則とし

てつくらない。②今持っている施設を建替える際には

複合化を検討する。③今持っている施設の床面積を今

後４０年間で１５％程度減らすという内容です。これ

をまとめたものがこの図です。 

税収減の一方で，社会保障関係費用が増大する，公

共施設の維持，更新費用が膨張するのを， どうするか

問われているのが公共施設等総合管理計画の策定です。

その一例がさいたま市の「ハコモノ三原則」です。 

もう一度戻っていただくと，学校というのは，地域

の核として，どうしてもある程度の数が必要ですから，

今後も維持・更新され続けられるものと考えられます。

一方，地域のコミュニティ活動の拠点施設の類では，

住民から一番支持があるのは図書館です。ということ

で，図書館の中に公民館的機能，福祉施設的機能，子

育て支援施設的機能，この全てをまとめた図書館，今

後は，この広い意味での図書館と学校の複合施設が，

公共施設として作られ続けていくことになるであろう

と私は考えています。単一機能複数施設の時代から複

合機能の少数の建物を建てていく時代に転換したとい

うことです。 

 関連して，コンパクトシティという言葉が各所で論

じられています。市域，町域の拡大期には，人口分布

が周辺にまで広がり，行政サービスの負担を増大化さ

せました。少子高齢化の進む地域では，市域を狭くし

ていかないと，道路や橋を含めた公共施設の維持・更

新費を負担できなくなります。もう一つの目的は，空

洞化した中心部に活気を取り戻す。商業地や行政サー

ビス，防災拠点といった生活に必要な機能を一定範囲

に集めて，効率的な生活・行政を目指すというもので

す。先ほど見ていただいた土浦市も，市役所と図書館

とを駅ビルを中心に隣接させました。これによってコ

ンパクトシティ化の核拠点が形成されました。 

もう一度オランダの教訓を見ていただきます。図書

館の存在感が希薄になる。利用者が減少する。社会的

な支援を失うという悪循環です。これを避けるために

は，いかに市民の間に存在感のある図書館になるかが

求められています。本日の標題である「図書館の多様

化する社会的役割」は，この存在感のある図書館にな

ることが求められているという結論に帰着できると申

せます。 

存在感のある図書館といえば，私が入れ込んでいる

北欧の図書館を例に挙げさせていただきます。広大な

国土に少数の人口が分散しているため，一般的な地方

都市では，公共施設は図書館しかありません。図書館

は資料と情報提供の場であり，コミュニティのサロン

です。そして，世界的に見れば少数言語の出版文化を

支えているのが図書館です。 

それから今，北欧だけではありませんが，ヨーロッ

パ全体に移民に対する問題が強く関心を集めています
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が，移民をいかにうまく社会の中に溶け込ませるか，

社会的包摂のための機関として図書館が機能していま

す。 

まずこれは，館内に，たくさんの国とか，市とか各

種機関の広報が掲示されている様子です。この写真は，

図書館の中にある，日本でいうところの消費者センタ

ーのようなものです。車を買う際にホンダとトヨタの

差はなどの相談に乗ってくれる窓口です。 

この写真はドレスデンのヤングアダルト図書館です。

この人は図書館員ではなく市の若者担当のお悩み相談

員です。お悩み相談員が館内に専用デスクをもってい

て，青少年の悩みなどについて相談に乗ってくれる場

所です。 

これは夏季に，書棚を動かして，高校生がミニコン

サートを開いているところであり，これは日本でいう

アフタースクールです。ボランティアが鍵っ子を集め

て絵画教室をやっているところです。これも図書館の

中。図書館の中庭で営業している誰もが入ってこられ

るレストランです。失業者や若者たちがこういう場所

で働きながら就業の機会を探しています。これは，移

民の若者とか，リタイヤした高齢者たちが図書館でチ

ェスをするなど，たまり場になっている様子であり，

ベビーカーと共に来館してネットサーフィンしている

主婦の姿などです。そして，静かな学習室も設けられ

ています。 

移民の市民化のために，どのような活動をしている

かをノルウェイの図書館を例に見ていただくと，言葉

の習得のために語学講座，言語カフェ，読書サークル

の開催，学習テープの提供などをしています。出身国

との継続的な接触による心の安定のために，母国語の

雑誌・新聞の提供，インターネットでブラウジングで

きるパソコンが自由に使用できます。それから，ＩＴ

技術を学ぶ。市役所に何か登録などの場合にも申請用

紙というものはなく，インターネット経由でないとい

けない。言葉とパソコンが不自由な移民にそれを修得

させることで，市民生活の基本を確保させることはも

とより，就業や就学につなげる。それから，知人や友

人と集いおしゃべりする場所として図書館が使われて

います。 

アムステルダム市立図書館が，２００８年の新館建

設時に計画に盛り込んだのが，この６項目です。１番，

２番は誰もが納得いただくところですが，３以降の，

独立したホール，展示スペース，多くの飲食施設，館

内をあちこち歩き回るとか，長くここにいようと思わ

せる仕掛けという４項目からは，これまでの図書館と

は明らかに違う方向を目指していることがおわかりい

ただけると思います。 

ではあと５分で実例を挙げます。 

これは，栃木県の茂木町まちなか文化交流館ふみの

森もてぎです。廃業した酒蔵や病院の跡地を町が買収

して，そこに市民ふれあいの場所を，図書館を核とし

て作りました。この辺が展示スペースとか市民の集ま

る場所，これが図書館です。これが図書館の入り口で，

入った左に雑誌が並んでおりまして，ここに雑誌を持

ち込めるカフェがあります。 

今日，南魚沼の方がおられるから直接ご説明いただ

くほうがよいのですが，既存の他用途施設を再活用し

た南魚沼市図書館えきまえ本の杜です。私ここは大変

すばらしい図書館だと高く評価しています。ここが市

役所でその前に防災広場，駅前広場，ＪＲ六日町駅，

そしてこれが図書館を含む複合施設です。古いスーパ

ーマーケットを改修して，外観はこのようにきれいに

しました。建物内には，内科と整形外科のクリニック，

生鮮食品のマーケット，そのほかいくつかの専門店が

入っています。市役所，防災拠点，駅前広場，駅，そ

してクリニックと図書館，生鮮食料品。これぞまさし

くコンパクトシティの一つの姿といえます。館内は，

こんな感じで，あまり見慣れない書架レイアウトです。



- 14 - 

とても居心地の良いすてきな図書館です。 

最後に，これは長野県の小諸市です。ここに市庁舎

があり，図書館，病院，そして広場です。一体を同じ

設計者が設計して整備が進められています。 

定められた時刻になりました。ご清聴ありがとうご

ざいました。 
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＜事例発表①＞ 

まちのにぎわいや交流を創る図書館 

 

伊丹市立図書館「ことば蔵」  

館長 綾野 昌幸 氏 

 

 みなさんこんにちは。 

兵庫県伊丹市というところから来ましたので自分が

一番遠いかなと思っていたら，鹿児島とか北海道とか

全国からお越しいただきましてありがとうございます。 

名簿のほうを拝見しますと，自分が既に呼ばれて行

ったところがあったりするんで，ちょっとハードルが

高いなと思いながらしゃべらせていただきたいと思い

ます。 

タイトルにある「まちのにぎわいや交流を創る図書

館」その図書館のところに無限大のマークをつけてい

るんですけど，これは実はこの間，うちのシステムは

富士通なんですけど，富士通さんの研修会に呼ばれて

行ったときに，富士通ってＪとＩのところに無限大の

可能性みたいなロゴがあったので，図書館も結構無限

の可能性があるなと思って，もちろん富士通には断り

ましたけど，使わせてねということで使わせていただ

いてます。 

そんな感じで，「まちのにぎわいや交流を創る図書

館」ということで，実は，私，この４月から館長にな

ったんですけど，図書館には５年，６年ぐらい関わっ

ています。館長になってから特に無限の可能性がある

なと思ったんでこれを使わせていただいています。 

簡単に自己紹介させていただきたいと思いますが，

実は私あまり図書館っぽくないし，ましてや館長をす

るというようなタイプではないので，ちょっと変わっ

た経歴のやつと思ってください。 

これまでの歩みということで，私，市の職員なんで

いろんな職場を転々としています。人事やら企画やら

商工やら市民税やらいろんなとこにいました。一つの

最近の中心の仕事としまして，２００５年から中心市

街地の活性化というところを担当しています。２０１

１年９月に教育委員会と併任です。市長部局と教育委

員会と両方とも兼ねているということで，そのころか

らずっと兼務をしています。そういう市長部局，教育

委員会という任命権者が違うところで仕事をしている

と，机とパソコンがどっちにもあるんですね。市役所

にもあるし，図書館にもあるというような感じで行っ

たり来たりで仕事をしています。教育委員会のほうは，

図書館の仕事をさせていただいています。 

今日は，資料として２３ページにちょっと新聞記事

をつけさせていただいております。この「ことば蔵全

国から注目」という記事で，ずっとことば蔵を追って

くださっていた記者の方なんですけど，縦書きの本文

の２段目ぐらいに藤原保幸市長は…みたいに書いてい

ますが，実はことば蔵というこの新しい図書館，５年

前ですので新しいと言えるかどうかわかりませんけれ

ど，この図書館になったときに市長の思いがありまし

て，広く利用してもらうために今までにない図書館を

目指したと。私，ずっとまちづくりをやっていまして，

その職員をことば蔵と併任にしたという形ですので，

実は私，図書館も利用していなかった側の人間なんで

すけど，そのころから図書館に関わるようになったと
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いうことでございます。 

経産省のほうの街元気のサイトというのがありまし

て，元々商業の活性化とか中心市街地の活性化を担当

していましたので，経産省寄りの仕事をしていたんで

すけど，中心市街地の活性化のネットワークの会長を

していたこともありますし，本も２冊，恐縮ですが書

かせていただいいたことがあります。いずれもまちづ

くりの本です。中心市街地活性化基本計画なんかを策

定していろんなイベントをやってきたというような経

歴です。「まちなかバル」とか「ちょこリンピック」

とか，こういうお酒のイベントであったり，うちはベ

ルギーのハッセルト市と姉妹都市なんですね。なので，

チョコレートのイベントはいろいろやっています。 

一番下に書いていますけど，新図書館のことば蔵事

業っていうのを担当しました。 

このことば蔵っていうところを説明させていただき

たいと思いますが，地上４階建てで地下１階の建物な

んですね。１階正面玄関から入りますと，全然書架が

ない，図書館っぽくない図書館です。椅子と机があっ

て，子供たちとか大人が思い思いしゃべっていたり，

ご飯食べていたり，お茶飲んでいたり，そういうよう

なスペースが１階です。２階が児童書。３階が一般書。

４階が学習室。地下１階に多目的のホールがあります。

大雑把に言うとそういうような施設です。 

実はこの図書館ができたところなんですけど，以前

は酒蔵がありまして，「剣菱」という銘柄のお酒を作

っていた酒蔵があったところで，図書館が新しく移転

整備されるというときに，愛称を募集しましたところ，

ことば蔵というのが出てきましたので，非常にいいじ

ゃないかということで採用され，ことば蔵というのが

愛称です。 

このことば蔵のコンセプトなんですが，伊丹市立の

中央図書館っていうのがずっと郊外にあったんです。

それが中心市街地のほうに移ってくるということもあ

りまして，今までのそういう貸本だけの図書館ではい

けない，いろんな事業をやっていこうということで建

設のコンセプトというのを建設の段階で作っています。

図書館本館機能，交流機能，情報発信機能，この三つ

の機能を持たせて，誰もが気軽に訪れて交流できる公

園のような図書館，こういうコンセプトを決めていっ

たんですね。 

私もまちづくりをやっていたんで，その図書館を作

るときに計画の策定委員みたいな感じで入っていたん

ですが，公園のような図書館と決めて，これ大変だな

と，これ誰がやるんだろうと思っていたんです。まさ

か自分がそれをやることになると当時思いませんでし

て，コンセプトを決めて中心市街地に移ったというと

きに自分がその交流事業の担当ということになりまし

た。 

公園のような図書館と一言で言っても，実際どんな

んだろうと。公園と図書館って一見相反しますよね。

公園ってこうにぎやかな，子供たちが遊び回っている

ようなイメージ。図書館って，やっぱり大体は静かに

みなさんが本を借りて読んでおられるというようなイ

メージがあるんで，自分もその委員として参画しなが

ら実際難しいなあと思っていました。 

ルールなんですけど，やっぱり社会教育施設ですの

で，一定の制約はあります。制約は決めておいて，あ

とは走りながら考えていこうということにしました。

これはどういうふうにやっていったかというと，市民

の方と一緒にルール作りしていくんですね。開館して

から，例えば１階フロアでは何しようか，どうしよう，

と。１階は先ほど言いましたように書架がないところ

です。飲食はどうしようかなって。最初はやっぱり，

行儀が悪かったりしたらごみも出るし，においもきつ

いもの食べたりしたらなかなか厳しいなというような

ことを言っていたんですけど，１階のフロア全面じゃ

なくて半分だけいいようにしようかなとしたところ，
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まあまあお行儀よくみなさんごみも持ち帰ってくれる

し，そんなににおいのきついものを食べるというよう

なこともなかったんで，今は全面オープンに食べられ

るようにしています。そういうような感じで一定の制

約は決めますけども，あとはもう自由に，ゆるい方向

で考えていこうとしました。 

肝心の交流事業ですね，自分は外のイベント，例え

ば広場とかホールでのイベントはやってきましたけれ

ど，こういう図書館の１階の，交流フロアって言うん

ですけど，そこのスペースでそういうことをやったこ

とがない。まして，図書館にそんなに行かなかった人

間なんで，交流事業をどうしようかと。まあ，自分が

行かなかったんで，自分は一つのターゲットだなと思

いました。こういう現役世代の人間が図書館に行くと

いう。そういう，自分のおもしろいと思ったことをや

れば人が来るんじゃないかと思ったのと，あとはやっ

ぱりまちづくりをずっと市民の方とやってきましたの

で，市民の方と一緒に考えるというところで，交流事

業を決めていきました。 

改めてその伊丹の特徴を生かしたまちづくりをして

いくということで，ほかのまちではなかなかできなく

て，伊丹らしくて，市民の方が望むこと，楽しいこと

ってなんだろうと改めて考えたときに，特徴としては，

清酒発祥の地っていうところと，ことば文化都市とい

う特区を取っています，そういうところを生かしてい

かなきゃと。あと，市民力が強かったので強い市民力。

先ほど先生の話にもありましたけど，うちも公共施設

マネジメント計画というのを作っています。結構いろ

んなものを作ってきたので，ホールとかイベント広場

が多い。それはそれで強みだと思って，そのあたりを

生かしていこうと考えました。 

ことば蔵の特色ある事業ということで，小泉政権時

代に，読む，書く，話す，聞く，「ことば文化都市伊

丹」という特区を取りました。やっぱり，図書館です

ので自分が今まで外でやってきたお酒のイベントとか

チョコレートのイベントをそのまま当てはめるわけに

もいかないと。この特区の読む，書く，話す，聞くっ

ていうところは注意しながらやっていかないとという

ことで，読む，書く，話す，聞く，これにこだわった

イベントをしています。 

そして市民力ですね。市民の方はすごいまちづくり

に参加するの好きで。まあ，伊丹って狭いまちなんで

すね。面積が５キロ四方で２５平方キロメートル。そ

こに２０万人の方が住まれているということで，人口

密度がちょっと多くて，山もなく海にも面してないと

いうところです。今の人口は，マンションがたくさん

できつつあるので，微増しているというようなところ

です。 

市民力はすごい強いところなんで，じゃあ一緒に考

えていこうということで，運営会議というのを持ちま

した。ことば蔵は２０１２年７月１日に開館したんで

すけど，私はその１０カ月前，２０１１年の９月１日

に併任の辞令をもらったんですね。教育委員会の辞令

をもらって，さあどうしようかと。やっぱり市民の方

と一緒に考えていかなきゃと。もちろん自分も考えな

きゃいけないけど，一緒に考えていかなきゃと肝に据

える運営会議というのを一つ持ちました。もう一つ，

やっぱりちょっと不安なところもあったんで，コアメ

ンバーですね，自分が一緒にまちづくりをやっていた

強力なメンバーっていうのをコアに据えて，裏側でコ

アメンバー会議というのもやっていました。そしてプ

レイベントをやりながら開館を迎えるというような感

じになったんですね。 

運営会議っていうのは誰でも自由に参加できるって

いうシステムにしてましたので，ちょっと不安があっ

たのでコアメンバー会議というのを裏でやりながら運

営会議を上手に回していくという感じでやってたんで

すけど，もう今は，コアメンバーも開館して１年くら
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いで消滅していて，運営会議のみずっと続けています。 

この運営会議っていいますのは，市民の方と図書館

職員でやりたいことを協議する場です。今，毎月第一

水曜日の１８時半から開催。私どもの伊丹市立図書館

は平日は２０時まで開館していますので，第一水曜日

の１８時半から１時間半の時間で運営会議というのを

やります。毎回新しい方が来られるので，自己紹介を

します。前月の振り返り，前月以降に実施されたイベ

ントでこんなことやりましたというのを紹介します。

あと，たまにことば蔵の職員の悩み相談があったり。

そしてメインがやりたいこと発表会ということで，じ

ゃあ今日の運営会議でやりたいことの企画持ってきた

人いますかって手を挙げてもらうんですね。大概３人

か４人は手を挙げてくださいます。そのような感じで

１時間半をうまいこと割り振っていって進めていくと

いう感じです。 

開館前からこの運営会議っていうのをやっていると

言いましたけど，こんな感じですね。これは，ことば

蔵じゃなくて近くの公共施設です。このときは，いろ

んな団体の長であるとか，ＮＰＯの方とか，まちづく

りの関係の方とか，個人の方，商売人とかいろいろ来

ていただきました。これは，最初はお声がけしました。

開館前はお声がけして，今度ことば蔵でこういうスペ

ースができますと，そこで，あなた方どんなことをや

りたいですか，やってもらえますか，みたいなことを

聞いていく場にしました。そこでだんだんと，お声が

けしてなかった人も，もちろん広報とか，ホームペー

ジでフリーに参加を呼びかけていましたので，参加し

ていただくというような形になってきました。これは

開館前です。 

開館後はこんな感じですね。これは，ことば蔵のま

さしく交流フロアです。ここで何かやりたいことあり

ませんかということを聞くんですね。これは一人の方

が，「やりたいことあります」って言って企画を持っ

てきて，みんなで話を聞きながらその企画書を見てい

るという場面です。こんな感じで運営会議を今，やっ

ています。ぞくぞくと市民企画というのができてきて

います。 

いくつか，本当に一部なんですけど紹介させていた

だきますが，一つは，「英語で子育て交流会」。これ

は開館のときから毎月やっているんですね。開館のと

きにも運営会議に来られて，「最近伊丹に越して来て，

ママ友がいない」と。もちろんそうですね，越してき

たばっかりなんで。「ママ友作りたい」と。「自分は

留学したこともあるから英語を教えるぐらいの知識は

ある」ということで，「子供さんを対象に英語を教え

たい，そういうイベントをしたい」と。そうして周り

からいろいろ，「こういうふうにしたらいいじゃない

か」と言ってでき上がったのが「英語で子育て交流会」

ということで，これは，平日の昼間にやっています。

多いときには１００人ぐらい来られるようなイベント

になっていまして，もちろんたくさんのママ友ができ

ました。ずっと続けていて好評なイベントということ

で一つご紹介させていただきます。 

これはさっき運営会議で発表されていた方なんです

けど，この方も英語なんですが，実はこの方，英語の

教師をされていました。で，今はリタイヤされて，退

職してもみんなに英語を教えたいということを運営会

議でおっしゃって，教えていただいたのがこれで，「コ

トバーシティ」というのがこのご本人さんがつけた造

語です。ことば蔵の「ことば」それから，ユニバーシ

ティですね。それを合わせた言葉を造って，日本文学

を英語でということで，例えば，夏目漱石の「坊ちゃ

ん」をわかりやすく英語で「私ならこう訳す」と，い

ろんな英訳を紹介していっている，すごいわかりやす

く教えてくださっている英語の教室です。 

これは，短歌の先生がいまして，この方が宮内庁の

歌会始ってありますよね，それに真剣に「この伊丹の
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中から誰か行こうや」みたいなこと言い出して，短歌

を教えてくださっているんです。何回か歌会始の時期

の前に教えていただいて，みんな真剣に短歌を作って

います。今でもまだ，なかなか歌会始に行けたという

実績はありませんが，こういうような遊び感覚でもち

ょっと目標を持ってやっているというのもあります。 

これは今年から始めたんですけど，スクラッチデイ

２０１７ｉｎ伊丹ということで，スクラッチという子

供向けのプログラミング言語がありまして，教えてく

ださっているのはＳＥさんです。現役のＳＥさんが教

えてくださって，自分も子育てしているんで，子供向

けにいろんなプログラムを教えたい，ということで，

祝日の日にやりました。これは， 一日中やりまして，

延べ３００人から４００人ぐらいお子さまが来てくだ

さったというイベントになりましたが，いろんなブー

スも作ったりして，ロボットを動かせるようなプログ

ラムを教えようみたいなところとか，バーチャルリア

リティですね，ＶＲを使ったりしているコーナーもあ

ったり。現役のＳＥさんが運営会議に来て「私，こん

なことやりたい」っておっしゃったイベントです。 

もう一つこれがおもしろいのが，この尺八を吹いて

いる方が運営会議で提案されたんですけど，「私，邦

楽をやっていて，邦楽の仲間と一緒にここで演奏会を

したい」と。図書館は講演会とかの音を出すイベント

は１階でやりますけど，２階，３階で本読んでおられ

る方もいらっしゃるので「さすがに音楽はどうだろう」

といろいろ運営会議で揉みまして，じゃあ，毎月１回，

第一木曜日が伊丹市立図書館は館内整理日なんですが，

この館内整理日にやったらいいじゃないか，と。平日

だからお客さんがどれだけ来てくださるかわからない

んですけどそれでやらせてくださいということでやっ

たところ，７０人，８０人ぐらい来られています。３

カ月に１回ぐらい第一木曜日にやっているというイベ

ントで，ずっと続いています。 

このほかにですね，「伊丹市立図書館ことば蔵みん

なのアイディアが実現する場に」というチラシを入れ

させていただいていますが，これはいろんな市民企画

のイベントの写真をつけさせていただいています。こ

れも本当に一部でほかの方に申し訳ないですが，こう

いうチラシを作って運営会議に来てねというＰＲをし

ているというチラシです。 

運営会議で市民企画がたくさん出ますが，やっぱり

ことば蔵の職員も頑張ってアイディアを出さなきゃと

いうことで，交流担当という職員もいますので，こと

ば蔵の職員もいろんなアイディアを出しています。 

一つが，若い男性職員が出してきたんですけど，「恋

のカエボン」と言いまして，カエボンって本の帯をつ

けて自分がお勧めしたい本をＰＲするもので，それを

ちょっと合コンと結びつけたいと言い出しまして，「恋

のカエボン」，本の交換プラス合コンということで，

１次会はことば蔵でやって，２次会は近くの飲食店で

やる，というようなこともやったりしました。 

これは，「蔵トーーク」と言って完全にアメトーー

ク！のパクりですね。これも若い男性職員が出してき

たんですけど，「アメトーーク！やりたい」と。「ア

メトーーク！はダメだから蔵トーークやれ」というこ

とで，蔵トーークという名前で野球をテーマにやりま

した。これは交流戦の阪神対ロッテ戦でしたか，それ

を見ながら１回表はこんな話をしよう，１回裏はこん

な話をしよう，と各回でそういうテーマを決めてやっ

たところ，子供たちがたくさん集まりまして，今まで

自分でやった野球の，体験してきた名場面みたいなと

ころを話したりとか，子供だからその辺の体験も少な

いんですけど，いろんな話をしてくれたりしました。

まあ，楽しめたイベントかなと思ってます。 

あと，「帯（オビ）ワングランプリ」，これは募集

をしまして，本の帯を自由に作っていただくというこ

とで，作っていただいた帯はことば蔵に展示しまして，
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来館していただいた方に投票をしていただくというこ

とと，もう一つ，本屋さんとタイアップしています。

今，伊丹の４店舗の本屋さんとタイアップしまして，

それぞれ伊丹本屋大賞というのを決めまして，「自分

のところでこの帯だったらつけて売ってもいいよ」と

いう本を選んでもらいます。１０冊とか２０冊とかカ

ラーコピーするんですね，その帯を。実際にキャプシ

ョンとかつけて売っていただくというようなことをし

ましたところ，この場合は中学生なんですけど，この

子の親とか友達とかおじいちゃんおばあちゃんとかた

くさんの方が買いに来てくださるということもありま

して，本屋さんとＷｉｎ－Ｗｉｎになったりするんで

すね。だから今結構本屋さんとタイアップしたりもし

ています。 

あと，「紅白歌詞合戦」というのを年末にやりまし

て，真剣に自分の好きな歌手を紅組と白組，女性と男

性に分かれてアピールするイベントをやっています。

何度かやっているんですけど，なかなか白組が勝てな

いということで，紅がやっぱり上手なんですね。女性

がすごいうまくて，女子中学生なんかがＦＵＮＫＹ 

ＭＯＮＫＥＹ ＢＡＢＹＳの歌詞を出してきて，ぐっ

とみんな泣けてきたりするような感じでやっぱり紅組

が強いなと，全然白組が勝てません。こういうイベン

トもやっています。 

あと，中心市街地に来ましたので，中心市街地の活

性化ということも一つ課題なんですね。 

これは「まちゼミ」という事業で，ノンアルコール

カクテルパーティーというのをやりました。彼らは実

はバーテンダーなんですね。図書館は社会教育施設だ

から，さすがに酒は飲めない。じゃあギリギリのとこ

ろでやろうということで，ノンアルコールのカクテル

の作り方を教えていただきました。図書館カウンター

をバーカウンターに見立てまして，バーテンダーにノ

ンアルコールカクテルの作り方を教えてもらったとい

うイベントです。彼らはもちろんバーテンダーなんで，

暗いところでいつも働いているので，図書館に来たら

「まぶしい，まぶしい」って言っていましたけど，日

曜日の昼間にやっていただきました。 

あと，部活動。市民の方が部長になって部活動って

いうのを三つほどやっています。 

一つは「カエボン」ですね。これは，１階は書架は

全然ないんですが，カエボン棚っていう本の交換をす

る棚があります。本の帯を書いて交換しましょう，た

だ単にいらない本を持ってくるんじゃなくて，お勧め

のものを預けてねと。 

あとはＺＩＮＥ。ＺＩＮＥっていうのは，マガジン

のジンで，自分のオリジナル本を作ろうということで

ワークショップを開いていまして，子供たちが４ペー

ジとか８ページものの自分のオリジナル冊子を作って

いるイベントです。これもクラブ活動になっています。 

あと，ビブリオバトルですね。これも市民の方が中

心になって，当日の進行なんかは，市民の方がやって

いただいているというような感じで進めています。 

こういう三つのクラブがありまして，あと一つ最近，

アーカイ部という，アーカイブの「ブ」がクラブの「部」

の字をつけているようですが，アーカイ部というクラ

ブが立ち上がりましたので，これから見守りたいなと

思っています。 

あと，歴史的なストーリーというのが，ことば蔵は

伊丹市の宮ノ前という土地にあるんですけど，そこに

１００年前に私立の図書館があったんですね。そうい

ったストーリー，ちょっとおもしろいなということで，

その私立の図書館を作った方が図書館と塾を併設で作

られていて，塾の利益で図書館の本を買っていたとい

うような立派な方で。その塾の「三余学寮」という名

前を使いたいねということで１００年前の塾を現代に

再現という「三余学寮」ということをやったり，その

方が作られていた「伊丹公論」という新聞を復刊させ
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たりということで，ちょっと歴史的なストーリーなん

かも使わせていただいています。 

「三余学寮」はこんな感じで，今，子供向けの塾は

たくさんあるので，大人向けの塾をやってもらおうと

いうことで，元校長先生に来ていただきまして，国語

の授業をしていただきました。あと，公論ですね。昭

和の時代に作られた伊丹公論を復刊させまして，７３

年ぶりに復刊ということでこれも各誌に取り上げてい

ただきました。 

いろんなことを合わせまして，昨年Ｌｉｂｒａｒｙ 

ｏｆ ｔｈｅ Ｙｅａｒの２０１６年大賞というのを

おかげさまでいただきました。 

最終の選考会で使った，これもまた運営会議の方が

プレゼンしてくださったんですが，そのプレゼン資料

がおもしろかったのでちょっとご紹介します。 

交流フロア運営会議っていうのを中心にプレゼンさ

れたんですけど，「本を通して人に出会う交流フロア

運営会議」こんな感じですね。来月こんな企画やって

みたいけど，みたいな感じでおっしゃいます。あるい

は，自分ができなくてもここで何かできそうな友達連

れて来ました，そんなのも全然ありです。もちろん企

画がなくても，聞くだけでも全然オッケーの会議です。 

あとこんな感じですね。「こないだのイベント正直

どうでした？」とちょっとだめ出ししたり，「もっと

こうやったら盛り上がったんじゃないか」みたいなこ

とも言ったり，これは図書館の職員からの悩み相談，

「館内で走り回る子にどう注意したらいいんだろう」

と。公園みたいな図書館と言いながら，やっぱり走り

回ったら危ないんで注意するんですが，うまいこと注

意するのはどうしたらいいんだろうみたいな相談もし

ます。「オープンであること」「本が好きになること」

ってなんだろう？っていう感じですね。 

「趣味はことば蔵です」これも会議に来られた方で

本当に言われた方がいるんですけど，その言葉もつけ

たと。こういうものや交流事業を人数や予算など数字

を使って示したスライドがうけたのか，最終選考会の

大賞をいただいたという形になっています。 

Ｌｉｂｒａｒｙ ｏｆ ｔｈｅ Ｙｅａｒというの

は，開館のときから市民の方と「いつか取りたいね」

ということを言っていたんですね。それはもう全然目

的でもなくて，一つの目標，遊び感覚で目標にしてい

たんです。いつか取りたいなみたいなことを言ってい

て昨年取れました。でも，やっぱりそれで終わりでは

ないんで，じゃあこれからどうしようという感じで考

えています。 

自分は，この４月から館長の兼務ということになっ

たので，じゃあどうしよう，といろんなことを図書館

職員と話をしています。一番下に書いていますレファ

レンスの充実っていうのは，館長になってすぐに司書

のほうから言ってきたんですね。「やっぱりレファレ

ンスを頑張りたい」って言ってたんで，「じゃ，やろ

う」と，「真剣にやろう」ということで，今，すごく

力を入れています。 

あと，民間企業とのコラボ，社会教育施設とのコラ

ボ，近隣の学校とのコラボ，文化施設とのコラボ，こ

ういった連携を強めていく。市民と一緒にやっていく

運営会議であったり，市民企画の事業っていうのはも

ちろんずっと続けていくんですけど，これだけじゃな

くて，やっぱり５年後１０年後を見据えたとき，図書

館も全然聖域じゃないと思うんですね。公共施設マネ

ジメントということで，うちでいえば博物館とか産業

情報センターとか結構やり玉に上がっています。私も

図書館職員に言ってるのは「図書館は全然聖域じゃな

い」と。今，まだ５年しか経ってないし，調子いいか

らチヤホヤしてくれるけど，１０年後とか２０年後は

わからないっていう話をしていて，そう思ったときに

やっぱりいろんなこと考えていかなきゃいけないなと。 

そういったときに，レファレンスもそうですし，も
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っともっとほかのいろんなところと連携しなきゃいけ

ないだろうなと思っています。 

今年からやり出したのが，イオンさんとの「ふぉと

俳句の杜」で，イオンのほうから企画提供してきたイ

ベントです。写真を撮りながら俳句を作るということ

を，ことば文化都市なんで，そういうことをやってい

きましょうということをアピールしてきたので，連携

しながらやってます。 

右側はＴＳＵＴＡＹＡさんですね。ＴＳＵＴＡＹＡ

さんとは，ムービーワングランプリ，ムービーですね。

ＴＳＵＴＡＹＡさんのソフトを使って子供たちに「君

が見た映画でよかったところを言葉で表そう」とキャ

ッチコピーを書いてもらうと。これ，すごくおもしろ

くって，今年から始めたんですけど，なかなか泣ける

ようなキャッチコピーも出てきてます。こういう民間

企業との連携もちょっと強めていきたいなと。 

ほかもいろいろ，みなと銀行という地元の銀行とか

も来られてるんで，ぜひ一緒にやっていきたいなと考

えています。 

あとレファレンスですね，実はこの方，丹波杜氏，

杜氏さんなんですが，伊丹の酒造りのため，今は酛摺

りしたり，歌を歌いながら酒を造るっていうことはな

いんですけど，昔はやっぱりやっていたということで，

文献を調べられて酒造り歌を復活させてくださいまし

た。これも，運営会議に杜氏の方が来られて，実際に

酛摺りしながら歌を歌っていただいたというイベント

をしました。 

あと，文化施設とのタイアップということで，今ち

ょうどことば蔵から近い美術館で林明子さんの原画展

をやっています。林明子さんというと「はじめてのお

つかい」が代表作なんで，「はじめてのおつかい」に

絡んでいろんなスタンプラリーをしようかなと，こと

ば蔵といろんな施設を回っていただくというようなス

タンプラリーも始めたりしてます。これは商店街が乗

っかりまして，中心市街地の活性化ということもあり

ますので，近くの商店街が，じゃあうちは「はじめて

のおつかい」をする，と言って，実際テレビでやって

る「はじめてのおつかい」を今年度しました。子供た

ちが３歳から小学３年生で二人一組になっておつかい

をしたんですけど，本当にリアルな「はじめてのおつ

かい」を現場で見たなと思います。こう野菜，野菜重

たいんですよ，ずるずる引きずりながら買い物してい

る子供たちとか，一人が泣きながら，一人が「頑張れ」

って言いながらおつかいをしている子供たちとか。そ

れはどこから始まったかっていうと，美術館で林明子

さんの絵本の展示をやる。ことば蔵も同じように読み

聞かせとかいろんなイベントを絡める。商店街もこう

やって乗っかってきたということで，結構まちぐるみ

でやったようなイベントです。 

あと，今年５周年だったんですね。今年の７月１日

が５周年だったんですけど，そのときに，酒造会社が

ことば蔵の近くで二つあるんですけど，その二つの酒

造会社にお願いしまして，５周年の記念ラベルを貼っ

ていただいてお酒を販売していただきました。この左

側の女性，図書館の職員なんですけど，彼女がデザイ

ンしまして，いろんな市民と一緒に作り上げてきた５

周年，というモチーフにして，二つデザインしてくれ

て，それを各酒造会社で売っていただいたところで，

結構これが売れまして，これもＷｉｎ－Ｗｉｎになっ

たかなと思ってます。 

こういう民間企業との連携とか，文化施設の連携と

かこういったものを大事にしながら，これからレファ

レンスも力を入れていきたいなと。その司書の彼女が

言うには，今，地方創生レファレンス大賞というのが

ありますけども，それを狙いたいなと，それを目標に

頑張っていきたいなと思います。 

あと今，大手前大学で教えておられる倉田芳美とい

う漫画家の先生とタイアップして，伊丹の漫画を書い
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ていただいています。多分来年，年初めぐらいにはで

きるかなと，ことば蔵のことも書いていただく予定に

しています。そういう学校とのタイアップを考えてい

たり。あと，インスタですね。インスタをちょっと勉

強してきたやつがいるんで「じゃ，インスタしようか」

みたいなところで，図書館の中は普通は来館の方の顔

が写ったらだめなので撮影禁止ですけど，撮影できる

日をつくったり，近くの雑貨屋さんとタイアップした

りして，インスタ映えするような写真を撮れるように

しようかなと。インスタグラムの「グラ」はことば蔵

の「蔵」を使おうかなという感じで司書たちと企んで

いるところです。 

これからまだまだいろんな取り組みをしていきたい

と思っていますが，ことば蔵のこの５年間の取り組み

を紹介させていただきました。 

どうもありがとうございました。 

 

～質疑応答～ 

 

○質問者 

岡山県倉敷，ひまわり図書という個人施設図書館か

ら参りました。図書館施設長の井上と申します。 

図書館というところは，本来は奉仕の考え方でござ

いまして，経費を取ってはいけないことになっている

わけですが，例えば清酒のラベルを作ろうとすると当

然作成の費用もかかるでしょうし，それの回収という

ことも生まれるんじゃないかと思うんです。そこら辺

のことをちょっとご説明いただけますか。 

２０万円という予算があるんですよね。私も実は，

お琴の演奏をやりましたり，お茶会なんかもやるんで

すが，とてもこんな金額ではやれないんです。 

 

○綾野氏 

そうですね，２１ページのほうにおっしゃっていた

だいたスライドがありまして，最終選考会のプレゼン

ですが， 年間１１８回のイベントで述べの参加者数が

２，５７３人，でも総予算が２０万円ですよ，年間の

新聞掲載回数は７６回ですよと，この数字で見せたん

ですね。これが多分審査委員に刺さったのかなと思う

んですけど，この２０万円っていうのは，ほとんどチ

ラシ代です。 

基本的に講師料とか，演奏料とかは無料でやってい

ただいているんですね。やりたいことをやってみると

いうことで，無料でやっていただいています。参加者

の負担金も無料。その代わり，ことば蔵のフロアを使

っていただくのも無料ってことで，無料×無料×無料

のシステムでやっていますので，この予算でやってい

けるというところでございます。 
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＜事例発表②＞ 

「マルシェ 本活（ほんかつ）プロジェクト」 

青空の下で本を楽しもう 

 ～本と人をつなげる 出前図書館～  

 

新庄市立図書館  

館長   高橋 一枝  氏 

館長補佐 郷野目 香織 氏 

 

○高橋氏 

みなさま，こんにちは。宮城県のお隣，山形県の新

庄市からまいりました。新庄市立図書館の高橋と郷野

目になります。 

昨年度，山形県で北日本図書館大会の事例発表をさ

せていただく機会がございました。そのときに日図協

の副理事長もいらっしゃって，新庄の図書館をぜひ見

たい，地方の図書館の危機を知りたいんだということ

で，一緒に市の図書館に来ていただいたなんていうこ

ともございます。それから先ほどの伊丹の綾野館長さ

ん，新庄は１００円商店街発祥の地なんですけれども，

そのまちづくりのシンポジウムにも参加していただい

て，新庄に来ていただいたということを先ほど伺って，

大変うれしく思っております。 

そんないろんなご縁がありまして，今回の全国大会

発表ということで，大変ありがたく感謝しております。

昨年は１５分だけだったんですけれども，今年は４０

分いただけるということで，ぜひ，新庄市の図書館の

ＰＲも一緒に兼ねてまいりたいと思います。よろしく

お願いします。 

まずは，私の自己紹介からさせていただきます。 

私は図書館に勤務して１５年になります。１０年前

に指定管理事業に移行すると同時に一般社団法人とら

いあという団体の常務理事をいたしまして，図書館の

指定管理事業に関わってまいりました。館長職を命じ

られてからは５年目になります。 

毎日，小さなまちの図書館で何ができるのかなとか，

何が求められているんだろうなんて日々悶々と妄想し

ていますが，妄想はいつか実現するんじゃないかなっ

て信じてここまでやってきました。実は，それが周り

の方みんなをハラハラもさせているんじゃないかなと

感じています。 

そして，今日の発表資料は全て郷野目が段取りして

くれました。今日は，郷野目の足を引っ張らないよう

に頑張ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○郷野目氏 

館長補佐の郷野目です。ちょうど今年４月より第７

期日本図書館協会認定司書に認定されました。山形県

では認定第一号ですので，偶然にもこのタイミングで

東北開催の全国集会で発表することができて，とても

うれしく，また光栄に感じております。 

それでは，はじめに新庄市と新庄市立図書館につい

てご案内いたします。 

まずは新庄市の場所ですが，日本地図の上のほう，

東北六県の一番上にあるのが青森県，その下が秋田県，

その下にあるのが山形県です。山形県の形は人の横顔

のようになっていて，県の公式キャラクターおもてな

し課長のきてけろくんは，まさに山形の顔そのままを

表しています。中でも新庄市を含む８市町村のある最

上地方は，後頭部の辺り。こめかみ部分，ちょうどき
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てけろくんのさくらんぼの実の辺りが新庄市です。山

形県北東の内陸部にある山間の田園・豪雪地帯であり，

江戸時代には新庄藩主戸沢家が１１代にわたって治め

た城下町として栄えました。 

城下町新庄といえば，郷土色豊かなお祭りのまちで

す。春は，桜の下で春告魚とも呼ばれる大きなにしん

を焼いて食べるカド焼きまつり。夏は，江戸時代より

２６０年以上の長い歴史を誇る新庄まつり。秋は，食

欲を満たすそばまつり，味覚まつり，大産業まつり。

冬は，豪雪地帯ならではの雪まつり。特に新庄まつり

は，昨年１２月にユネスコ無形文化遺産に登録された

「山・鉾・屋台行事」３３件中の１件であり，山形県

初登録となった市民の誇りです。２６２年目を迎えた

今年は，ユネスコの追い風を受けて三日間で５５万人，

新庄市の人口の１５倍以上を集客しました。 

みなさまのお手元に商工観光課発行のパンフレット

「にゃー」がありますので，後ほどゆっくりご覧くだ

さい。「にゃー」の由来は，新庄弁で「んだよにゃー」

「ありがでにゃー」，なんでも語尾に「にゃー」をつ

けるので，「猫みたいだね」とよく言われます。地元

の印刷屋さんがつくったにゃんこカレンダー，にゃん

こ手ぬぐいなどほっこりかわいい新庄弁グッズも新庄

駅構内のもがみ物産館で販売中です。 

さて，ここからは，新庄市公式キャラクター，神室

山に住む天狗のかむてんと一緒に発表してまいります。

かむてんの生みの親は，あの『幽☆遊☆白書』，『Ｈ

ＵＮＴＥＲ×ＨＵＮＴＥＲ』など，世界的人気漫画家

の冨樫義博先生です。こちら昨年の広報しんじょうの

表紙を描いてくださいました『ドラゴンクエスト精霊

ルビス伝説』の阿部ゆたか先生，冨樫先生，『本家の

ヨメ』の岡田理知先生，『酒とナミダとマリエと赤子』

の安彦麻理絵先生は，全員新庄出身，『３月のライオ

ン』の羽海野チカ先生はお母様が新庄出身という，人

口約３万６，５００人の地方都市から多くのプロ漫画

家を輩出したふるさととしても聖地化しつつあります。 

各先生のファンの方々，昨年１２月にオープンした

新庄駅構内の新庄最上漫画ｍｉｎｉミュージアムにぜ

ひお越しください。ここでしか見られない原画やサイ

ン色紙のレプリカなどがぞくぞくと集まっています。

新庄市立図書館所蔵の漫画も特別展示中ですので一日

かかっても読み切れないと思います。 

仙台駅から新庄駅までは，車や電車で約２時間半，

明日の研究集会終了後には，ひとっ走り，我が町新庄

にもぜひお立ち寄りください。 

 

○高橋氏 

では，新庄市立図書館の概要をご説明いたします。 

はじまりは１９０６年。約１１０年間の歴史を持っ

ています。現在の館は，江戸時代の武家屋敷跡の庭園

をそのまま生かした場所に１９８８年に新館建築され

ました。庭園の榧の木は樹齢３５０年。新庄市の指定

天然記念物にもなっている巨木です。この榧の木から

は，毎年たくさんの榧の実がこぼれ落ちるんですが，

そこで誕生したのが図書館のマスコットキャラクター

かやの実ちゃん。ちょうど１００周年の記念のときに，

私が描かせていただきました。 

現在は指定管理者制度に移行しておりまして，一般

社団法人とらいあが２年間の一部業務委託を経て，管

理事業者として３期９年目に入りました。職員数１２

名，数値的なところはご覧のとおりです。 

まちの小さな図書館では頑張っているかな，なんて

自画自賛しているんですけれども，先ほど植松先生の

お話の中にあったような広い施設，広い駐車場がある

図書館というよりは，残念ながら，１３台しか停めら

れない駐車場，規模的にも小さい図書館の中で，駐車

場のことを利用者の方に文句を言われながら，日々３

００人くらいの方々に利用をしていただいております。 

私と郷野目が理事兼職員として所属しております一
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般社団法人とらいあは，平成１９年度より図書館の一

部業務委託，平成２１年度より指定管理事業２期８年

と，１１年目に突入いたしました。読み聞かせ活動中

心の「図書館ボランティアサークルかやのみ会」さん，

それから読み聞かせから始まる人づくり，まちづくり

をテーマに活動してきた「ＮＰＯ法人子育てネットワ

ークバルボン」さん，直営時の日々雇用職員だった司

書の３者９名でとらいあを設立いたしました。 

とらいあの名前は，３者が集まって家庭，学校，地

域，三つをつなぐ三角形のトライアングル，それから

努力する人，そして挑戦する人トライアー，そこに由

来しております。現在は，幼児教育，高齢者福祉，商

店街店主など多方面で活躍する理事役員の方々１２名

が，図書館の管理運営を支えてくださっています。 

さらに，各理事の人脈や特性を生かしました幅広い

市民協働事業も行えるということで，地元の組織とし

てはたくさんの活動をしており，地域に貢献，生涯学

習に寄与するための活動を続けております。この１０

年間の中にも指定管理事業のほかに，学校図書館支援

事業だったり，あと郷土資料の整理再分類事業，学校

図書館を活用しましょうという推進事業などを同時に

受託もしております。 

新庄市の読書活動の推進，生涯学習の知の拠点とし

ての図書館サービスの向上に取り組んでまいりました。

２０１４年，市政６５周年記念事業がありまして，郷

土の人・場所にまつわる本を紹介した， 『しんじょう

浪漫文学歴史さんぽＧｕｉｄｅ』というものを団体で

作らせていただきました。こちらのリーフレットは市

内の中学生全員に配布しまして，ふるさと学習や郷土

学習に活用いただいております。とらいあは郷土を愛

し，市民とともに次世代につながる図書館として，本，

人，歴史，情報，４つを未来へつなげることを理念と

しております。 

 

○郷野目氏 

ここからは，レジュメに沿って発表していきます。 

１．隠れた地域のニーズを掘り起こそう 

図書館の利用者に関わらず，地域住民が求めている

ものは何か。隠れた地域のニーズを掘り起こすヒント

はどこにあるのでしょうか。みなさまの所属する市町

村，あるいは都道府県のホームページを改めて確認す

るのも一つの方法かと思います。新庄市のホームペー

ジを例にとりますと，これはホームページの画面上に

表示されます開いたページの位置順，パンくずをまい

たように足跡がわかるパンくずリストです。 

ここまで開いてようやく見つかるのが，平成２９年

度新庄市まちづくり市民アンケート調査結果です。各

自治体でどのページにあるのか全く違いますので，試

しに後ほどご自分の自治体で探してみてください。 

アンケートに戻ります。７１の項目について回答者

の考え方を選んでもらい，満足度順位，重要度順位，

ニーズ度順位を出しています。重要度が高いのに満足

度が低い。重要度から満足度を引いた数値，すなわち

重要度と満足度の開きが多い順になっているのがニー

ズ度です。１位から５位を言い換えれば，市民は「働

きたい場所がない」「専門の医療機関が足りない」「空

き地や空き家だらけ」「中心市街地が寂しい」「働き

手が育たない」。痛烈な言葉ですが，自分たちのふる

さとに切実な危機感を持っています。 

中でも将来の働き手である若者はどのように感じて

いるのか。各種調査のところに平成２７年度若年世代

定住思考及び意向調査があります。選択肢の中から選

んでいく方式です。ここで注目したいのは，居住意向

です。新庄に愛着を「感じている」と「少し感じてい

る」を合わせると全体の８１．１％。ふるさと好きな

若者がとても多くて安心します。ですが，将来の希望

居住地では，「新庄市にこれからも住み続ける」と「一

度は県外出てみたいがいずれは新庄市に戻ってきたい」
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を合わせると３５．５％。ふるさとが好きなのに定住

希望が少ない結果です。「できれば住み続けたいがや

むを得ず県外へ移り住む」６．５％。住み続けたい若

者にはぜひ残ってほしいですね。ならば，彼らが新庄

に定住するための条件に挙げた１位から３位が「安定

して働ける場所が欲しい」「自分のスキルを生かして

働ける場所が欲しい」「十分な収入が欲しい」。先ほ

どの市民アンケートにもあった「働きたい場所がない」

つまり「働きがいのある場所が欲しい」というのが全

世代共通でニーズが高いことがわかります。 

図書館が直接的に雇用の場を生み出すことはできま

せん。ですが，人々がなんらかの形で集まれる居場所

づくり，すなわち地域の活性化のために役立てること

がきっとあるはずです。先ほどの定住条件トップ３に

続くのが「市内地域内がにぎわっていること」。そこ

に「活躍の場があり，暮らしにやりがいが感じられる

こと」を合わせると１５．８％になります。若者たち

が活躍できる場があって，地域内がにぎわえば，暮ら

しにもやりがいが感じられます。自由記述式の若年世

代のまちづくり推進アイディア２８８件のうち，商工

業振興とまちづくりへの意見が合計１２４件も出てい

るのも，若者たちが地域を盛り上げたいという熱意が

伝わってきます。 

若い世代も魅力を感じる場所，他世代が積極的に交

流できて暮らしにもやりがい，楽しみが感じられるよ

うな新しいスタイルの居場所づくりが地域活性化の起

爆剤となるチャンスが十分にあるのです。 

 

２．図書館をフィールドとした幅広い連携・交流 

新庄市立図書館は市民団体が指定管理者でもありま

すので，積極的に市民協働事業に携わり，また図書館

事業にも数多くの団体，個人の方々からお力添えをい

ただいています。 

毎月のお楽しみとしては，かやのみ会には小さいお

子さん向けの読み聞かせ「えほんぱーく」，山形県立

新庄南高校図書委員会には，小学生向けの読み聞かせ

と工作「おはなし会」をお願いしています。 

かやのみ会と南高校，とらいあは，夏にお庭で開か

れる特別なおはなし会，「としょかんこどもサマーフ

ェスティバル」でも大活躍です。今年は，雨天のため

館内で行われましたが，ボランティアしずくの中学生

たちがサポーターとして，小さなお子さんを誘導した

り，お土産を渡してくれました。 

「夏休み★おべんきょうそうだん」では，最上地区

退職女教員会なつめ会と，退職公務員連盟新庄最上支

部の元先生方が，図書館の資料を活用しながら子供た

ちの宿題相談に丁寧に乗ってくださいます。昨年の夏

は，元小学校の建物内にある最上広域教育研究センタ

ーで，かつろくスペナビ研究会と一緒に，「おはなし

プラネタリウム～銀河鉄道の夜～」と星や宇宙の本を

貸し出す移動図書館を行いました。 

ちょうど今月４日，５日に行われた第１７回図書館

まつりでは，かやのみ会の「お話でてこ～い」と，南

高校の「ミニおはなし会」。市民のみなさんがおすす

めコメントつきで持ち寄った本が次の読み手へ引き継

がれる「ブックリスタートパーティ」。地元書店で構

成される新庄市立図書館図書納入協力会の「バーゲン

ブックフェア」。館内には飲食店や自販機がないので，

まつり限定オープンのとらいあの「ライブラリーカフ

ェ・キッズカフェ」。山形大学フィールドワーク，同

じく山形大学チーム道草，ボランティアしずく，ジモ

ト大学参加の高校生たちの「かむてんと遊ぼう」。元

とらいあ職員のハンドメイドブース。お花屋さんのハ

ーバリウム，植物標本のワークショップ。庭園の榧の

木からとれた実を使った「かやの実ちゃんをつくろう」。

実習に来た中高生がコメントを書いてティーンズコー

ナーにディスプレイしてくれた，職場体験生のお勧め

本展示。プライマルプロジェクトの日本折紙協会会員
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による「折り紙名人は君だ」。とらいあ，新庄市読み

聞かせサークル連絡会が事務局となった，大阪の「ヤ

ッサン一座」だんまるさんの紙芝居口演と講座。とら

いあが運営に携わる最上地域理解プログラムの一環と

して，新庄最上ジモト大学に参加した高校生・山形大

学生・地域の大人による「まちの図書館を舞台にイベ

ントプロデュース」のディスカッション。県内中の図

書館員３８２名が投票で選んだ山形県図書館大賞。常

設展示の医療福祉健康情報コーナーでも連携している，

山形県立新庄病院のお仕事紹介とユニフォーム展示。

図書館まつりでもサポートしてくださった，個人登録

の図書館ボランティアのみなさまについても活動１０

周年特別展示でご紹介しました。 

そして，館内の人気者といえばクラゲの水槽コーナ

ーです。山形県の海沿い，鶴岡市立加茂水族館クラゲ

ドリーム館のクラゲ案内ボランティアをしている上級

クラゲマイスターの会・海月師（クラリエ）の代表の

方が，クラゲ専用の水槽，海水，餌まで全て寄贈して

くださっています。高橋館長と司書１名も初級クラゲ

マイスターの資格を取って，デリケートなクラゲのお

世話をしています。山に囲まれた新庄で海の生き物を

見られるのはとても珍しいことなので，赤ちゃん連れ

から年配のご夫婦まで，小学校の遠足コースでも大変

喜んでくれて，一緒に展示しているクラゲの本や紙芝

居の貸出にもつながっています。このクラゲ水槽につ

いては，内野安彦先生の著書『図書館からのメッセー

ジ＠Ｄｒ.ルイスの“本”のひととき』でも紹介してい

ただきました。 

直営時代から１０年，２０年，３０年以上ご協力く

ださっている団体もあるのは，みなさん図書館のヘビ

ーユーザーでもありますので，司書職員が日ごろから

お一人お一人とのコミュニケーションを欠かさないこ

とに尽きるかと思います。新規で連携する場合も同じ

で，その団体の中にたまたま図書館の利用者の方がい

て，気軽に持ち込み企画しやすい雰囲気をカウンター

の司書職員がきちんとつくれているのかなと感じます。 

高橋館長が人たらしと言いますか，人脈作りの達人

でして，一度会った方，各地のイベント会場でお見か

けした方を面白いと思ったら，即ご連絡を取ってあっ

という間に図書館イベントに巻き込む達人でもありま

す。もしかしたらみなさまにもご連絡がいくかもしま

せん。 

新庄市立図書館の場合は，企画を先行してその企画

に沿った人をお呼びするのではなく，先に人ありきで，

その方のスキルを生かしたら図書館でどんなことがで

きるかなと企画することも多いです。そこに参加者が

次も図書館に来たくなる仕掛けを盛り込むことで，そ

の場限りのイベントに終わらず，図書館の利活用につ

ながるような道しるべを示しています。 

 

○高橋氏 

３．ｋｉｔｏｋｉｔｏ ＭＡＲＣＨＥ 

本活プロジェクト 

ただいま郷野目が説明したとおり，うちの図書館，

これだけたくさんの事業やってるんだなあと，改めて

本当にたくさんの方々のお力をいただき，市民協働の

事業の大切さを思うわけなんですけれども，そんなた

くさんの事業をやっているのに，なぜ図書館がマルシ

ェに出向くのか。新庄市の掲げている課題，生産人口

が少ない，若者を呼び戻す新しいスタイルの居場所づ

くり，そんな地域の魅力を発信できるコミュニティ，

それが今回のｋｉｔｏｋｉｔｏ ＭＡＲＣＨＥに求め

られています。実は，このマルシェも市民協働事業の

一つになっています。ご紹介するスライドは，新庄市

の商工観光課からお借りしてきました。 

まず，今，ｋｉｔｏｋｉｔｏ ＭＡＲＣＨＥは新庄

市のエコロジーガーデン原蚕の杜というところで行わ

れています。原蚕の杜は全国にも先駆けてこういった
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取り組みをしているということで，発表の機会が多い

そうで，このような新庄市の紹介から入ってきます。 

マルシェが行われる新庄市のエコロジーガーデンの

施設は，南北約１０ヘクタールの広大な敷地に，蚕糸

産業の歴史的建造物が建ち並んでいます。昭和９年に

蚕糸試験場として開設されまして，平成１４年に新庄

市が国から譲与を受けたのをきっかけにエコロジーガ

ーデンとして生まれ変わりました。半世紀以上にわた

り日本の蚕糸産業を支えてきた建物でまだ残っている

のは全国でも珍しいということで，平成２５年には，

国の登録有形文化財に指定されたそうです。この建造

物もすばらしいですけれども，四季折々のロケーショ

ンもすばらしいです。この有形文化財を保護するばか

りでなく，活用しましょうという計画が始まります。 

市として，施設運営での課題，計画についての課題，

いろいろとあるそうですが，２０１２年，施設の所管

が農林課から商工観光課へ移管されたことをきっかけ

に，エコロジーガーデン交流拡大プロジェクト実行委

員会が設立して動き出します。そしてマルシェの誕生

となるんですけれども，こちらのみなさんはマルシェ

のキーパーソンです。この方がトータルデザイナー，

Ｉターンして新庄に帰って来られました。そして，デ

ザインをものに変えていくのが大工さん。あとは，ハ

ーブ農家さん，それから雑貨やお菓子をつくっている

方，この方々が実行委員会になって中心的に進めてい

くわけです。 

そして，運営理念，コンセプト，ここちょっと大事

なのでお話させていただきたいと思います。経済成長

が生活を便利にする一方で，文化や風習などが失われ

つつある。雪国での生活の知恵を生かし，お金だけで

はない豊かな暮らしと，失われたつながりを再生し，

地域の生活を楽しめることを目指します。新たな交流，

居場所づくり，コミュニティの立ち上げになります。

「キトキト」という言葉の意味なんですが，蚕や青虫

が葉っぱの上をゆっくり歩く様子を表した方言だそう

です。 

ただ，キトキトゆっくりと行くはずだったマルシェ

なんですが，大変な人気で，５年間で合計１０４万

１，０００人の来場数があったそうです。市内からも

もちろん，県内，県外，東北，それから首都圏からも

いらっしゃっている方もいるというふうに聞いており

ます。キトキトではなくて，本当にバタバタと成長し

たということをお伺いしました。 

こんなすてきな場所で，すてきな方々がものを売っ

たり，買ったり，ワークショップを行ったりしており

ます。そしてもう一つのｋｉｔｏｋｉｔｏの見応えが

ありまして，毎年９月にこのすばらしいロケーション

をいかした「ｋｉｔｏｋｉｔｏ環境芸術祭」を開催し

ています。有名なアーティストの方が出店する中で，

なんと昨年私たち図書館は怖いもの知らずで作品を出

展させていただきました。その結果については，後ほ

ど郷野目から説明があると思います。 

２０１５年８月に，地域おこし協力隊の方がシェフ

となりカフェをオープンしました。カフェの２階には

郷土工芸品を扱うセレクトショップ，それからその奥

には「ｋｉｔｏｋｉｔｏ ＢＯＯＫＳ」といって，２

冊の本を持ち込むと１冊好きな本をいただけるという

システムのシェアブックスもオープンしております。

このブックスのプロデュースも，お話をいただきまし

て，図書館としてお手伝いをさせていただきました。 

このほかに，地域生活に根ざした文化活動も行って

おります。 

この取り組みは，全国的にも本当に先進事例として

注目を浴びまして，ソトコトの雑誌などにも載りまし

た。図書館車で本を読んでいる職員も写っておりま

す。このマルシェが何がすばらしいかっていうと，文

化財を保護するばかりではなくて，その保護から活用

につなげるっていうそこの部分がすごく評価されまし
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て，たくさんの受賞履歴がございます。 

このようにたくさんの方々が関わる市民協働マルシ

ェとなっています。今後はさらに整備を進めて，官舎

をゲストハウスに変えて，たくさんの観光客の誘致，

それから新庄の自然や文化にもっと親しんでもらおう

ということで活用をするそうです。これからの計画に

なるんですが，現在４期に入りました。４期には文化

財の保護ということで，図書館の所管課，社会教育課

も策定部会員となっております。 

ここまでが商工観光課のスライドになります。この

ｋｉｔｏｋｉｔｏ ＭＡＲＣＨＥのプロジェクトチー

ムがどうしてすばらしいのか。行政区ばかりではなく

て，民間，商店，大学，それから高校生，地元の農家

さん，たくさんの多世代，異業種の方々を巻き込んで，

自分たちがまずは楽しく感じる場所，コミュニティを

作ろうということで，その地元の熱い人たちが作り上

げている市民協働事業っていうところで，本当に盛り

上がっているのかな，なんて思うんですけれども，じ

ゃあなぜ，そこに図書館が。図書館も今，郷野目の発

表のように熱いです。市民協働，それからコミュニテ

ィ，いろんなリンクする部分がありまして，巻き込ま

れるべくして巻き込まれたのかなあなんて思います。 

   

  ○郷野目氏 

 ｋｉｔｏｋｉｔｏはＳＮＳで口コミを拡散する若

い世代や家族層を中心に幅広い年代に人気が高いソ

ーシャルプロジェクトであり，まさに先ほどお話しし

た市民が集う新しいスタイルの居場所，非日常の憩い

の空間となっています。 

エコロジーガーデンの敷地には，まゆの郷という産

直市場もありますので，多世代ファミリーがｋｉｔｏ

ｋｉｔｏとまゆの郷を回ってから待ち合わせする楽し

み方もできます。 

市場形式のイベント自体は，山形県内だけでも１５

カ所以上で開催されている中，ｋｉｔｏｋｉｔｏが市

内外からこれだけの集客力を誇るのは，５月から１１

月までの年７回，第３日曜日，毎回異なる１年間分の

テーマを年度初めに事前告知していることが大きいで

す。その都度出展者を募り，テーマに沿った商品やイ

ベントを提供するため，そのテーマが好きな人が多く

集まり活発な交流が行われます。売り手と買い手がい

つも同じで新鮮味がなくなり，リピーターが飽きてし

まうような懸念もありません。特に人気が高いのは毎

年行われるパン祭りで，地元の人気店から東北各地か

らの出張販売まで豊富なラインナップが出揃うため，

午前１０時のｋｉｔｏｋｉｔｏ開始前から各店に行列

ができるほどです。 

そんなｋｉｔｏｋｉｔｏ ＭＡＲＣＨＥと図書館の

出会いは２０１３年４月，商工観光課から「移動図書

館車かやの木号を出してみませんか」とお声がけいた

だいて，翌５月に初参加したところから始まりました。 

初めの数回は，野外イベントに飛び出すことに意義が

あるといいますか，ｋｉｔｏｋｉｔｏの雰囲気に馴染

めているのかなとおっかなびっくり，読み聞かせをメ

インにして，図書館まつりや新庄市教育の日コスモス

デーでも行っていたしおり作りのワークショップをし

ていました。その様子を見ていたｋｉｔｏｋｉｔｏの

運営事務局の方が，ちょうど図書館の利用者でもあり

まして，その年の秋の打ち合わせで「テーマや目的は

なんでしょう？ ｋｉｔｏｋｉｔｏ ＭＡＲＣＨＥだ

からできるチャレンジを楽しんで」と持ち込んでくだ

さったワークシートに司書全員がアイディアを書いた

ときから明確な方向性が見えてきて，ｋｉｔｏｋｉｔ

ｏの毎回のテーマに沿った選書とイベントを企画する

という現在のスタイルにつながりました。 

この取り組みは，２０１４年３月文科省発行の『図

書館実践事例集』でまちづくり事例として掲載されま

した。文科省ホームページからもご覧いただけます。 
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ここで，本活プロジェクト，移動図書館車かやの木

号の具体的な流れをご紹介します。担当職員は司書２

名と移動図書館車の運転手です。あらかじめ数日前か

ら大体１００冊ほど，ｋｉｔｏｋｉｔｏのトータルコ

ンセプトであるハンドメイド，出展するお店，その月

のテーマ，会場が野外，家族連れが多いことを考慮し

て選書します。例えば，秋の場合，ハロウィン，かぼ

ちゃや芋のスイーツ，虫，落ち葉など。 

かやの木号には移動図書館システムの入った専用の

ノートパソコンを持ち込みますが，館外ではＷｅｂ接

続できないため，当日の朝に本館のシステムに接続し

て最新の利用者データや貸出データを取り込んでおき

ます。会場に着いてからの準備は約１時間。小雨が降

れば屋根のあるところ，日差しが強ければ木陰のある

ところと位置を微調整します。誰でも自由にかやの木

号に乗り込めるように車の扉は開放して，外側を切り

紙で飾りつけ本をディスプレイします。 

車の中でも外でも自由に本を読んでいただけますし，

図書館利用カードをお持ちの方にはノートパソコンで

貸出をします。利用カードをお持ちでない方も，利用

者検索してカード作成記録がある場合は貸出をします。

カードを作ったことがない方については，新庄市また

は山形県内在住の方が住所証明をお持ちなら，当日申

込手続きでカードを新規作成し貸出します。本の貸出

はｋｉｔｏｋｉｔｏで，返却は図書館となっておりま

す。ｋｉｔｏｋｉｔｏではリライトカードに印字がで

きない代わりに，貸出冊数と返却予定日を書いたしお

りを本に挟んで渡します。ｋｉｔｏｋｉｔｏは月１回

ですが，個人の貸出期間は２週間なので，普段ｋｉｔ

ｏｋｉｔｏにしか来ない方々 がその場で本を借りて図

書館に返却することで新規利用拡大にもつながります。 

３時にｋｉｔｏｋｉｔｏが終わり，図書館に戻って

からノートパソコンを再度Ｗｅｂ接続して本館システ

ムに貸出データを流し，返本・片付けをして終了です。 

一方，本活プロジェクトのイベント部分ですが，こ

こでも幅広い交流が生きてきます。今年の活動ですけ

れども，５月のコーヒー＆パンフェスは，山形大学エ

リアキャンパスもがみ・フィールドワーク授業を選択

した１年生１０名が前日にエコロジーガーデンを見学，

レクチャーを受けて，かやのみ会と一緒に，読み聞か

せ，折り紙のクロワッサンしおりとコーヒーフィルタ

ーの小物入れをつくるワークショップ，ｋｉｔｏｋｉ

ｔｏ ＢＯＯＫＳの説明を行いました。６月の肉フェ

スも，同じ１０名が自分たちでスタンプラリーの企画

をして，ｋｉｔｏｋｉｔｏ受付，読み聞かせ，塗り絵，

ｋｉｔｏｋｉｔｏ ＢＯＯＫＳを回ると職員お手製の

ダンボールガチャを回してお土産がもらえるイベント

を行いました。 

ここで山大生たちが作った動画をご覧ください。 

 

～動画鑑賞～ 

 

７月のクラフト＆フリーマーケットは，東北森林管

理局山形森林管理署最上支署の６名が，木の枝でつく

るしおり作りと，廃棄した防水加工の森林くずとトラ

ロープが材料のエコバッグ作りのワークショップ，専

門の道具を実際に触れるお仕事体験，森林の初期消火

などに使う背負い式放水機で勢いよく水鉄砲を飛ばせ

るのは子供たちに人気でした。昨年のエコバッグ作り

には，東京の有名なブックカフェの店主も来てくださ

ったそうで，後日ＳＮＳで，楽園のような場所でした

と発信してくださいました。 

９月の環境芸術祭・ギブミーベジタブルでは，実習

で図書館に来た東北芸術工科大学の３年生２名に企画

立案をお願いしたところ，お子さんでも折れる野菜の

折り紙ワークショップを考えてくれました。当日は，

かやのみ会が青空おはなし会，ボランティアしずくの

高校生２名がコックさんになり子供たちが折った野菜
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を調理してお料理を完成させてくれました。しずくの

学生と先輩のオールドロップのメンバーは，５月，６

月，１０月もイベントスタッフとしてワークショップ

をサポートしてくれました。 

ちなみに昨年９月は，社会人演劇集団・新庄演劇研

究会と『きときとしょえんけん』を立ち上げ，市民の

足型を多数集めて小魚に見立てたレオ・レオニのスイ

ミーがモチーフの巨大オブジェ「Ｏｎｅ ｆｏｒ ａ

ｌｌ Ａｌｌ ｆｏｒ ｏｎｅ（ひとりはみんなのた

めに みんなはひとりのために）」をｋｉｔｏｋｉｔ

ｏ環境芸術祭２０１６に出展したところ，市民賞に輝

きました。当日は演研メンバー６名がスイミーの大型

絵本を読み聞かせしてくれたのも得票につながったと

思われます。 

１０月のお米とご飯のおとも祭りは，南高校１３名

がハロウィンにちなんだパネルシアターの読み聞かせ，

黒いゴミ袋でポンチョ作り，おばけを飛ばして箱の中

に入れるぴゅんぴゅんおばけ遊びを行いました。親子

で夢中でポンチョを作り，お子さんはそのままハロウ

ィンコスプレをしてｋｉｔｏｋｉｔｏを回ってくれま

した。 

 

４．図書館がまちをつくる 

このように，文化活動や環境芸術活動を積極的に行

うｋｉｔｏｋｉｔｏは，社会教育施設である図書館と

の相性が非常によく，季節やテーマに沿った選書はま

さに図書館の得意分野ですので，「待つだけの図書館

から積極的に情報を発信する図書館へ，幅広い世代か

ら愛され親しまれる図書館へ」をコンセプトに参加し

続けて５年が経ちました。 

図書館は新規利用拡大，ｋｉｔｏｋｉｔｏ側は大人

たちが買い物する間に子供たちだけでも楽しめる無料

イベントを開催できるＷｉｎ－Ｗｉｎの関係です。ｋ

ｉｔｏｋｉｔｏは，人と人とが触れ合って，手作りの

品とまごころとかけがえない時間をシェアし合う場所

なのです。ｋｉｔｏｋｉｔｏ ＭＡＲＣＨＥを通じて，

人を育て，心を育み，地域とつながり，新しいスタイ

ルのまちづくりに貢献する。郷土の宝である文化，人，

本を未来の世代へとつなげるよう，新庄市立図書館は

市民みなさんのマンパワーを原動力にこれからも邁進

してまいります。 

 

○高橋氏 

最後に私からも一言，図書館が図書館であり続けな

ければならない大切な部分，それから，時代の流れに

変容していく多様化する図書館の部分。どちらも大切

な図書館の役割で，職員は本と向き合っていることだ

けが，館で待っているだけが，図書館職員の仕事では

なくなってきているなあと痛感しています。 

図書館の市民協働事業が他者と連携する， 協働する。

ただ簡単に言っているわけではなくて，そこにはキャ

リアがあり，スキルがあり，コミュニケーション能力

が必要で，たくさんのパワーを消耗します。周りの方々

との調整力がなければ，例えばボランティアの方々や

学生さんにやりましょうと言っても振れないし，自分

たちの事業の目的をちゃんと落とし込んでいなければ，

ただのイベントやイベントのお手伝いになってしまい

ます。その部分を図書館のみんなで確認して共有して

進めていき，そしてフィードバックして新しい事業の

展開，今までした事業の精査，時代に合った図書館作

りをしていくことが大切であるなと考えております。 

関西の作家さんとつながって，関西弁でちょっとお

話しをする機会があって，「司書が本を読んでなんぼ。

人と出会えてなんぼの時代。そして図書館を知っても

らって使ってもらってなんぼの時代なんだ」って，人，

もの，こと，そして本をつなぐ役割を，楽しく妄想し

ながらやっていきたいなと思っております。 

ありがとうございました。 
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＜事例発表③＞ 

『つなぐ』 本との出会いは きっと 人との出逢い  

～０歳から１００歳まで楽しく憩う図書館づくり～ 

 

鹿角市立図書館  

館長 小林 光代 氏 

 

どうもみなさまこんにちは。外は暗くなってまいり

ました，こんばんはのほうがよろしいでしょうか。 

私，今日「『つなぐ』本との出会いはきっと人との

出逢い」というテーマでお話ししようと思ってまいり

ましたが，今，新庄市立図書館の方のお話に全て私の

言いたいことが網羅されていまして，ここで言わなく

ても，もう退場して構わないのかなっていうくらい立

派な発表が続きまして，本当に肩身の狭い思いをしな

がらここに立たせていただいております。 

当館は，こんな立派な会場でお話しするような事例

は本当に持ち合わせておりませんで，臆するところで

はありますが，田舎の小さな図書館の頑張っている姿

を少しでもお届けできたらいいかなと思いまして参上

いたしました。その辺のところをお含みおきいただき

まして，どうぞ，この後４０分ばかりお付き合いのほ

どよろしくお願いいたします。 

今回，お声がかかったのは，当館で実施しておりま

すラインスタンプ，これがきっかけで声をかけていた

だきました。 

うちのマスコットキャラクター「はなわんこ」と申

します。鹿角市にはもう１館，十和田図書館がありま

して，そちらのマスコットキャラクターは「トワダッ

ク」と呼んで，今，両館の宣伝に大いに活躍中であり

ます。 

ラインスタンプのこれが一部ですけれども，「へば

まんつ」ってわかりますか，今日は全国からお集まり

なので，わからない人もいらっしゃるかと思います。

「へばまんつ」は，秋田弁で「ではまたね」英語だっ

たら「Ｓｅｅ Ｙｏｕ Ａｇａｉｎ」ですね。「あん

べ」は「行こうよ」「Ｌｅｔ’ｓ Ｇｏ」です。こう

いう秋田弁のコメントをつけまして愛らしい目が特徴

のキャラクターです。この後の説明にもたびたび出て

まいりますので，以後お見知りおきのほどをお願い申

し上げます。 

このキャラクター，当初，ラインスタンプから始ま

りましたが，現在では，いろいろな形に発展をしてお

ります。おせんべいになったり，缶バッチになったり，

フェルトのぬいぐるみになったり，ますます私たち以

上に活躍の場を広げているところです。 

それでは，改めまして，鹿角市立図書館の環境と状

況につきまして少し触れさせていただきます。 

鹿角市には先ほども触れました，花輪図書館と十和

田図書館の２館があります。 

花輪図書館は，ご覧のような施設環境になっていま

す。決して大きい図書館ではありません。開館時間は

９時から７時。休館日は月曜日です。運営の内容は，

まだ小さい図書館ですので貸出冊数に制限があり，１

０点です。貸出期間は１５日。蔵書は今のところ８万

５，０００冊です。雑誌は５０誌，新聞は１０誌，雑

誌のうち９誌が雑誌スポンサーがついています。みな
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さんのところでも雑誌スポンサーをやっているところ

があるかと思いますが，雑誌を買っていただく代わり

に図書館で企業のＰＲをさせていただき，カバーに企

業のＰＲをつけます。 

一方，十和田図書館の施設環境は，こちらは私設文

庫が継承されて公立図書館になった例です。１階に一

般閲覧室と児童閲覧室。２階は講座室とありますが，

ここはなにも使われていない部屋でした。それを昨年

よりＴｏｗａｄａ Ｇａｌｌｅｒｙという呼び名をつ

け，小さな美術館風の活用展開をしているところです。 

開館時間は，９時から５時半。大変，閉館が早いで

す。貸出は花輪図書館と同様で，ここはもっともっと

小さい図書館なんですけれども，蔵書冊数が結構あり

ます。私設図書館から譲り受けた，通常動かない図書

というのも含まれています。また，移動図書館があり

ますので，こちらが１万冊。合計で８万３，０００冊

という形で運営しております。雑誌は３０誌。新聞は

９誌。そのうちの６誌にスポンサーがついています。 

移動図書館車も走っています。現在，５５カ所の巡

回をしています。小学校，それから福祉施設，いろい

ろな形で大活躍の移動図書館です。 

これが花輪図書館の入り口部分です。上についてあ

る表彰状は，会社からいただいたＭＶＰ賞。こんな賞

ももらって今頑張っているところです。 

この図書館，平成２７年４月から民営化になりまし

た。花輪図書館は平成２７年４月に中心市街地に建て

られた大きな複合施設２階部分に移転しました。それ

と合わせて２館とも民営化が図られまして，指定管理

者株式会社リブネットが担当することになりました。

今大会のテーマでもあります，「もっと地域の中に図

書館を」を目指した市としての新しい出発であったか

と言えます。 

私もこれまで直営館のみでしか働いたことがござい

ませんでしたので，指定管理下の図書館運営は初めて

の体験です。と言っても，２年間くらいここでやらせ

ていただきまして，図書館員として，現場の人間とし

てやることは同じだという気持ちでおります。いろい

ろな決定事項に関しての道筋は違いますが，お互いの

メリットデメリットもさまざま。必ずあると思います。

ですけれども，持ちえた条件の中でどう展開していく

か，そのような戦いがあることはどちらも変わりがな

いというふうに思っているところです。 

鹿角市というところの概要ですけれども，人口３万，

本当に小さな町です。みなさんご存知でしょうか，十

和田八幡平国立公園を抱えた小さいですけれどもとて

も美しいまちです。産業としましては，農業や観光。

花輪ばやしという，２０１６年にユネスコの無形文化

財に登録されました伝統のあるお祭りもありまして，

観光業，これも加わっています。特産物としましては，

北限の桃，鹿角りんごに鹿角牛があります。 

そして，市としての図書館の運営方針はご覧のよう

になっています。これを受けまして，現場の私たちは

私のコンセプトでもあります，０歳から１００歳まで

全ての市民の図書館でありたい，そういうふうな思い

で運用を進めています。 

具体的なものをちょっと画像で見ていただきたいと

思いますけども，あまり特別なことはしていません。

ぬいぐるみのお泊まり会，これもやっている館が多い

かと思います。子供たちが大好きなぬいぐるみを一晩

預かりまして，帰りにぬいぐるみが見つけた本を持ち

帰って一緒に読む，そういうイベントです。 

それから，かるた大会。花輪は百人一首で有名なま

ちです。花輪図書館は，それに合わせて特別コレクシ

ョンとして百人一首をはじめ，かるた，それからボー

ドゲームの収集をしておりまして，それらの収集物を

利用してイベントをやっているところです。 

このほかに，０歳の方には３カ月検診時にブックス

タートを行っています。これもどこでもやっている活
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動かと思います。 

そして，おはなし会ですね，おはなし会は，はなわ

んこのおはなし会とトワダックのおはなし会と称しま

して，毎週土曜日の決まった時間に開催をします。読

み手はボランティアさんだったり，図書館スタッフだ

ったり。そして，ここの複合施設は下に子ども未来セ

ンターが附帯しておりまして，そちらのお子さんを呼

ぶことが多いです。なかなか来てくれないときは，う

ちから出前のおはなし会に参上いたします。 

そして，地元の小学生が来てくれての子ども司書講

座です。ちょっと違った雰囲気で夜の図書館を子供た

ちに楽しんでもらうイベント，それから，十和田図書

館の古い怖い雰囲気の書庫を利用しまして，それを逆

手にとっての図書館お化け屋敷。工作会は頻繁にやら

れています。 

クリスマスになると，どこの館もそうでしょうが，

当館もスタッフもしくはボランティアさんがサンタク

ロースの格好をして子供たちに絵本を読んでくれてい

るところです。 

図書カフェ，これは高校生をターゲットに進路のこ

とを考えてもらうイベントです。地元で活躍されてい

ます比較的若い方を講師に迎えまして，先般は若い女

性のりんご農家の方，そして和菓子を作っている何代

目かの和菓子屋さん。和菓子をつくったり，ケーキを

作ったりしながら，それを一緒にいただき先輩から気

軽にアドバイスをもらって進路に役立てるというイベ

ントです。 

下のほうは１５歳の君にすすめる１００冊。これは，

司書が選んだ１００冊のブックリスト。中学校に行っ

てブックトークをしている風景です。ブックトークは

１０分くらいのものなんですけれど，学校現場の中か

ら１０分をいただくのが大変であります。前年度から

カリキュラムの中に入れていただくとか，教育委員会

とタイアップをして全部の学校に今は回っています。

それが，朝の朝礼だったり，お昼の昼礼だったり，放

課後の学年集会だったり，向こうの指定に合わせて図

書館員が動いて，本をいくらでも親しんでもらいたい

というふうな思いで訪問をしています。 

そのほか，年間を通しまして図書館見学やインター

ンシップはたくさん受け入れて，小さい時期から図書

館に親しんでもらう，図書館の役割を知ってもらう，

そういう意識で拒まずに全部受けています。かなりの

数が入っている状態です。 

それから読書感想画展示会。花輪にはとても民話が

残っています。その民話をボランティアさんに語って

いただきまして，あわせて本も読んでいただきまして，

その思いを絵にして展示をしているところです。賞も

つきます。 

出張おはなし会の様子ですね。 

働き盛りの年代の方々には「よるとしょ」といいま

して，ちょっと普段とは違う図書館を楽しんでいただ

きたいということで夜の閉館を延ばし，この日は９時

まで開館をしまして，少しカジュアルな感じの図書館

を提供する，そういう工夫をしています。通常７時ま

で開館ですけど，７時以降から飲んだり音を出したり

します。今，この画面にあるのは，歌っているところ

とギタリストの演奏です。そして，コーヒーコーナー

や自由に過ごしていただくような雰囲気作りをしてい

ます。下のりんご箱は，りんご箱アートといいますか，

りんご箱展示，それぞれの世界をそこに作ってもらっ

て展示をして，本を紹介して借りていってもらうと，

そういう取り組みのワンシーンです。 

これも「よるとしょ」ですね。下のほう，落語にラ

ップにライブラリー，語呂合わせですけど，図書館に

ラッパーが入るなんていうのは，とても考えられない

かもしれませんけれども，この時間だけはとお断りを

しながらちょっと普段と色合いを変えて，時間を変え

てサービス提供をしているところです。 
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これは複合施設のメリットといたしまして，図書館

食堂。本の中に入っているレシピを作っちゃって食べ

ようよと，調理室を使ったイベントです。ここにもは

なわんこが出てきます。きっちんはなワンコインカレ

ーと言いまして，５００円で，実費が掛かるんですけ

れども，地元の食材を使ったワンコインカレーですね。

それから上のほうに，太巻きが見えていますでしょう

か。あれは切るとはなわんこになるという，これを作

るために試作でずいぶん太巻きを食べました。全部ス

タッフがチャレンジをして「こんなのがいいんじゃな

いか」と，プロでないのでうまく作れないんで，大き

くなっちゃいましてですね，本当に一切れ食べるとお

腹がいっぱいというふうな，そういう思い出がありま

す。 

羊毛フェルト講座だったり，本来の手作り絵本の講

座，こういうこともやっています。 

コーヒー講座や紅茶講座は，やはり飲み食いがつく

ととても評判がいいと言いますか，人が集まりやすい

って言いますか，地元のコーヒーインストラクターの

方に来ていただきまして，おいしいコーヒーをいただ

きながら朗読タイムを楽しむと。それがきっかけで紅

茶講座ができたり，ハーブティーの講座も今やってい

るところです。 

６０代，高齢者と言っていいのでしょうか，野菜作

りのコツ講座。これは市の農林課とタイアップをして，

土作りについて勉強をしました。講師は農文協の方で

す。うちは「お金がない，人がないから何もできない

わ」とはしません。お金がない，人がいない，これは

もう当然というふうに，そこからアイディアを出して

みんなで頑張ろうというのが合言葉です。実は，農文

協さんから本を買うと講師がついてくるということで，

農文協さんから本を買って，講師の方を招いて，土作

りの講座をいたしました。鹿角は雪深い地です。これ

は，春を待つ時期にやったんですけど，会場満杯のお

客様で，私としても「大変なニーズがあるんだな」と，

「春を待つみんなの気持ちが集まったんだなあ」と，

勉強させていただいた講座でした。 

下は，生活習慣病の講座ですね。健康医療課とのタ

イアップです。それから終活講座。これは，郵便局さ

んとの連携を図りました。郵便局さんから飲み物の提

供，お茶も出ましたし，エンディングノートも出まし

たし，うちは全然経費がかからずただ人を集めるだけ

なんですけれども，Ｗｉｎ－Ｗｉｎの関係です。何か

目当てを提供できるところが互いにある，そこの部分

を見つけてコラボを展開しています。 

下は，介護福祉施設での読み聞かせです。高齢者の

多いまちです。待っているのではなくて，介護施設に

もお邪魔をして，移動図書館車を走らせ，そしてたま

にこうやってお楽しみに朗読会等をさせていただいて

います。 

移動図書館車は，通常の５５カ所は行きますけれど

も，市で開催するイベント，商工会議所で開催するイ

ベント，そういうときに必ず出るようにしています。

地元の人でも移動図書館車を初めて見るというような

人もいまして，どんどん目立ったところに出て行って

もらっているところです。クリスマスには，運転者さ

んはサンタクロースさんに変わります。わんわん図書

館，これは狂犬病の予防注射の会場にお邪魔をしまし

た。待ち時間に本を読んでいただくと，こんなふうに

いろんな情報をキャッチしまして，こちらから押し売

りをしています。 

そのほかにもいろんな他団体との連携が特徴です。

とにかく助けていただきながら図書館を宣伝していく。

助けていただきながら，すっかり乗っちゃうとか。そ

ういう感じで図書館をアピールしているところです。 

湯治場マルシェ。八幡平は温泉がたくさんあります。

そして，湯治にみえる方が１カ月，２カ月はいらっし

ゃる方もいるということで，その方たちも本を読みた
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いと。ただし，他市，他県の人には貸出ができないと

いうのが鹿角市の規約であります。そこで女将さんに

一肌脱いでもらって，女将さんを経由して湯治に来た

方々に本を読んでいただく。このマルシェは，その親

しくなった湯治場で一年に一回，全国から職人さんが

集まっていろいろなお店を出します。そこに図書館も

加わって古本市のようなことをやったときの写真です。

森の本屋さんですね。 

それから，ビールイベントでの出張展示。これは道

の駅のビアガーデンのところにビール関係の本を置か

せていただきました。 

そして，先ほど十和田図書館の２階，なにも使われ

ていなかった講座室をＴｏｗａｄａ Ｇａｌｌｅｒｙ

としましたと申し上げましたが，そこに出展をしてく

ださいました一部です。趣味でやっていました仏像の

彫刻を飾っていただいたものです。この方，８４歳と

いうことで，これをきっかけにとても元気になられた。

うれしかったです。 

こんな形でいろいろやっているところですけど，ほ

とんど他館のみなさんもやられているのではないかな

と思います。 

このほかに特記します事項としましては，うちは斎

場，ここにも本を持って行っています。これは利用者

さんから，待っている間子供たちが読む本はないだろ

うかというようなことがありまして，大変デリケート

な場所ですので，選書に気を使いますけれども，そう

いうところにも本を持って行って本と人をつないでい

るところです。 

それから，文化施設で開催されます行事，文化ホー

ルもあるんですけれども，そこで例えば音楽，演劇，

落語，いろんなことがありますけど，その音楽だった

ら音楽関係の本を常にブックトラックに乗せて受付の

ところに展示をします。演劇だったら演劇。さらにも

っとたくさんの本が２階の図書館で待っていますとい

うことをご案内しています。 

これでもかというほどのイベントの数なんですけれ

ども，企画は，主軸はこちらで捕まえるんですが，ほ

とんどスタッフから上がってまいります。本当に自分

で自分たちの首を絞めるのではないのっていう思いで

おりますが，とにかく楽しそうにやっていまして，私

からは，館長として，スタッフにはイベント屋ではな

いこと，図書館でやる意味を持つこと。つまり本と人

をつなぐ，それから資料と人をつなぐ，そこの軸をし

っかりと持ってやること，そのことだけをお願いして

います。 

ともあれ，このような活動展開で平成２８年度の入

館者数は以前の５倍に増えました。数字だけで判断す

るのはどうかと思いますが，まずは小さなまちの図書

館の「図書館からまちを元気にしたい」という思いは

少しばかり結果に出まして，スタッフの励みにつなが

っているようです。 

しかし，たくさんの例を今紹介したわけですけれど

も，最終的に私としましては，最も大切なことは，図

書館員は図書館員としての使命と誇りをもって業務に

あたるということではないかと思っています。 

私たちは，憲法にある，知る自由を持つ国民に資料

と施設を提供することを使命としています。これは，

憲法にも図書館法にも自由宣言にも通ずるものです。

公共図書館は年齢の差を越え，性別の差を越え，貧富

の差を越え，全ての人が堂々 と入ってこられる文化施

設です。０歳から１００歳まで，いえ，お母さんのお

腹の中にいる胎児から１００歳以上の方まで，どの命

にも快適空間を提供し，図書館という場所から本とい

う媒体を通して，ときに希望と光，励ましと憩い，時

空を超えた出会いを提供する努力は図書館の義務であ

ろうかと考えています。そして，それができる場所だ

と信じています。 

子供たちには読書への入り口を，児童・生徒には学
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習や部活や思春期の悩みへの対応を，子育て中の若い

方々には心の余裕や子育ての悩みの解決を，転職探し

の方々にはハローワークの情報を。恋愛で悩んでいる

若者にはその成功術であったり，失恋の慰めだったり。

退職したばかりの人には第二の人生の導きだったり，

高齢者の方々には世代を超えたコミュニティの場だっ

たり，障害を持つ方には，自分と同じ体験をしている

人からのエールだったり。実に多種多様な応援ができ，

一冊の本が人生を変えることさえもあるのです。 

私自身もそのようなことを意識して長い間図書館員

としてやってまいりました。本を媒体としていますが，

本を通してその先にある人を見て仕事をしたい，そう

いうふうに思っています。 

以上でこのお話は終わるんですけれども，少し時間

があります。鹿角市に来る前に岐阜県の中津川市とい

う図書館におりまして，そちらの事例も少し付録とし

てつけさせていただきたいと思いますのでお付き合い

お願いします。 

ご存知の方もいらっしゃるかと思いますが，この図

書館，建設が途中で中止になった図書館です。中心市

街地活性化事業として新しく街の中心に図書館を置く，

そういう計画で議会でも８回も建設の採択がされて，

竣工式まで終了しました。そして，建設現場には三十

何本かの杭も残る，今は「クイの残る土地だ」という

しゃれが中津川で言われていそうですけれども，それ

が市長のリコールという事態まで発展しまして，中止

となりました。 

私は，この新しくできるはずだった図書館の運営を

するために，全国から公募された館長として赴任をい

たしました。 

赴任後，約１年たちまして，中止の決定が正式にさ

れました。人生でも珍しい経験をしたわけですけれど

も，複雑な環境の中で，新しい図書館ができなかった

からこそ得られた多くのものがありました。新しい図

書館，いいですよね，でも，新しい図書館が建てられ

ない自治体もたくさんあります。これは建設が中止に

なって，じゃあリフォームだけでもしようというふう

にして，１０日間で行った作業の様子です。予算もあ

りませんので，「もう市のお金は要りません」と，せ

めて本箱の配置換えをしました。高い書架は壁面に，

低い書架は中央に集めました。全部図書館スタッフだ

けでやりました。今日いらっしゃっているキハラさん

にもずいぶん助けていただきました。そして，こうい

う感じに変わりました。ここは２，０００円でできた

とてもすてきな新聞のコーナーです。本箱の並びを変

えるだけでも随分と使い勝手が違ってきます。突然で

きたコーナーのベンチがとてもすてきな結果になりま

した。 

学習室，ここもあまり変えられないので，スタンド

だけでも付けました。椅子やテーブルもボランティア

さんが作ったんです。大工さんボランティアといって

たくさんのグッズを作ってもらいました。当初，何も

ないので，ボランティアさんが頑張ったんですけれど

も，オリジナルの特注の家具を作ってくれるメンバー

が揃った図書館ということで，実に豪華版だなという

ふうに最後には思ったんですけど，そのときの様子で

す。 

こうやってみんなの力を合わせて作りましたが，そ

の影に市民の力が多く働きました。市民ボランティア

というよりは図書館サポーターボランティアというふ

うに自分たちのことを呼び，運営から企画から一緒に

考える，そういう団体のみなさんでした。 

先週この中津川市の図書館まつりがあって，お邪魔

をしたんですけども，今も活躍していました。その方

たちの映像をちょっと見てください。 

 

～以下映像ナレーション～ 
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新しい図書館ができるということで市民の方はとて

も張り切ってこういう団体を設立したそうです。それ

が一転してできなくなりまして，分解をするところで

したけれども，中身で勝負をしようということでみん

なが頑張り始めました。 

月替わりの展示もスタッフじゃなくて，図書館ボラ

ンティアさんがやるんです。 

お菓子協会の方に協力をしてもらってお菓子を提供

してもらったイベント例もあります。 

これも市の福祉課と連携をしたページですね。 

お茶屋さんとも連携をしました。 

ないからできることもたくさんあるんだなというこ

とを勉強させていただきました。 

似たり寄ったりの活動ですけれども，ここは，はが

きに絵の感想を書く，そういうコンクールですね。 

たくさんの人を講師に呼んで，あなたが主役という

ことで，展開をさせていただきいました。 

地酒の勉強です。飲みながらの勉強ですが，さすが

に図書館では飲めないので公民館を利用しました。 

献血カーにも来てもらいました。 

これは昔話の柴刈り体験ですね。今は「しばかり」

というと，ゴルフ場の芝刈りしか想像できないという

子供たちがたくさんいて，そういう子供たちを集めて

柴刈りをして，最後には焼き芋を焼いて食べ，読み聞

かせをしました。 

郷土のお菓子を作ったり，パンを作ったり。 

お茶会も，ここで使ったお菓子は，全部菓子組合か

ら提供していただきました。２００個。 

先ほどもありましたが，講師の謝礼は一切ない，そ

こから入っていってもらっています。「うちは何にも

ないです，それでもやってくれますか。」という，心

で動いている方々ばかりです。 

大工さんボランティアですね。国体で使った檜の板

を１００枚いただいてきまして，それで，家具を作り

ました。そして，私のわがままですが，図書館でバラ

バラになるんじゃなくて一つになってもらいたいとい

うことで市の形をしたテーブルを作ってもらいました。

これは大変難しい作業だったと聞いています。 

花を生けてくれる花ボランティアさん。万葉の花を

飾る万葉の花コーナーですね。 

市の図書館条例も作りました。反対で分散していた

市が一つにまとまった，私にとっても大変うれしい，

議会満場一致の条例の施行でした。 

そして，１０月には１０万人を突破したお祝い。 

図書館総合展。Ｌｉｂｒａｒｙ ｏｆ ｔｈｅ ｙ

ｅａｒを取りたかったんですけども…。 

このボランティアさんも常に勉強熱心にいろいろな

館を回って，視察をして勉強を積んでいます。 

この年度の最後には１６万を突破しました。昨年は

２０万を越えました。新しい建物になって入館者が増

えるのは当たり前なんですが，古いままで入館者が増

えるっていうのは，もう珍しいかと思います。 

そして，この先にみんなが笑顔になったもう一枚の

動画を見ていただいて最後にしたいと思います。 

条件が整ってから何かをやろうと思っても無理かと

思います。もう，あるところでやる。 

これは図書館まつりでの一コマですけども，みんな

がこんなふうに変わりましたよという，そういう動画

です。 

市長ですね。反対で当選した市長も今や図書館の大

のファンです。 

 

～映像鑑賞おわり～ 

 

はい，ありがとうございました。 
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＜情勢報告＞ 

 

公益社団法人日本図書館協会  

副理事長 西野 一夫 氏 

 

 みなさま，お耳を煩わせいたします。 

今日のご講演とそれから事例発表でしたが，目から

うろこというたとえがありますが，まさにそのように

感じた場面がいくつもありました。 

植松先生のお話では，図書館の経営とこれからのあ

り方について，私どもが今まで得た資料よりも深いと

ころでお考えになっているなっていうことを改めて感

じました。 

伊丹市のことば蔵の館長さんのお話ですが，私は正

直言って最低でも二，三百万円ぐらいの事業費がない

とこれだけの事業はできないなというふうに思ってい

たのでございますが，一桁以上少ない予算でやってお

られることに衝撃を受けました。これは私どもの図書

館運営っていうのは考え直さなきゃいけないと，感銘

を持って聞かせていただきました。 

新庄市の図書館には，私も去年お話を聞いて，実際

に見学させていただいたのですが，図書館の建物はい

い建物なんだけど，失礼ながら結構古くて狭い建物な

のですね。でも，その中でのサービスに実に工夫に富

んだ温かいものが無数にあるんですね。それからまた，

古い資料も含めてすばらしい資料がたくさんあるので，

ぜひ大事にしていただきたいなというふうに思った次

第です。 

小林館長さんのお話，特に私は中津川市で実践され

たお話が強く印象に残っておりますが，中津川の図書

館新設が取りやめとなって市長さんも新設に反対した

市長さんに替わられた後で，このような形で図書館を

再生する方法があるんだなと実際に教えていただきま

して，本当に勉強になりました。ありがとうございま

した。 

さて，これからの私のお話は，この研究集会のため

に理事長森が用意したものをもとに，お話しさせてい

ただきます。 

まず，今の公共図書館の状況について簡単におさら

いをいたします。 

公立の図書館の数は３，２６１。そして設置自治体

は１，３６０ぐらいでございます。 

図書館の数は，３，２６１ということで，順調に日

本の図書館は増えているということです。 

その中身を見ますと，市の図書館はもう９９％。ま

だ数市できていないところがありますけれども，ほと

んど１００％に近い。町がようやく６０％近くなって

きて，最近できた町の図書館が非常に元気で，町の図

書館が日本の図書館の推進力になっているという感じ

を受けるぐらい元気な図書館がたくさんあります。た

だ，村の図書館が２６％。これはやっぱり村の財政か

らすると難しいところがなかなかあるのかなという状

況です。 

貸出も図書館が増えておりますので順調に伸びてい

るようには見えるんですが，ここ数年，むしろ落ち込

んでいる。その原因ですけれども， 図書館の数が増え，

したがって図書館費も増えているんですが，資料費は

むしろ減っているということです。そういう状況の中
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で私どもは，工夫しながら図書館サービスを行ってい

るということでございます。 

これは指定管理者の状況です。簡単に言いますと，

今１５％ほどが指定管理になっております。その中身

ですけれども，民間の企業が７７％を占め，ほかにＮ

ＰＯとか公社。日本の指定管理については，民間のと

ころが８０％近くなっているという特色があるという

ことでございます。 

次に今の図書館の専門的職員の状況でございます。

平成８年と比べますと，職員数は約倍になっているん

ですが，正規の職員の方が約８千人から５千人台に減

っている。そのことによって，現在の状況は専任の方

が２５％，非常勤の方が４３％，派遣・委託の方が３

１％という，非常にアブノーマルな形での配置になっ

ている。日本の非正規の雇用が４０％くらいでござい

ますので，図書館は突出して非正規雇用が多い状況に

陥っていると。したがって今，私どもの図書館界で問

題になるのは，正規で専門の職員をどう回復して増や

していくかという課題と，それから１館当たりの資料

費が１９９０年代に比べて４割以上落ち込んでいます

ので，これをどう回復していくのかという二つの大き

な課題を背負いながら私どもはこれから運動していく

ということであります。 

資料費については，書籍出版協会という出版社の集

まりの方々と協力し合って，各政府機関や地方公共団

体の組織に要請を去年から始めました。 

そして，職員については，７月５日にまちづくりと

図書館という課題でシンポジウムを行いましたけれど

も，そのときに，勤めている職員の司書の方々の労働

環境をいかによくし，そして長く働いていただくのか

というご意見を多数いただきまして，こういう状況を

少なくとも食い止めていく，そして前進させて行く方

向になんとか持っていけたらと思っている次第でござ

います。 

さて，その中で，一方では図書館に対する関心って

いうものを持っていただかなくてはならない。これを

するために，読書推進活動や資料提供の事業というも

のはもちろん基本事業でありますけれども，それに付

加価値をかけて，まちづくりに係るようなさまざまな

事業を展開しているかということを昨年調査いたしま

した。 

その結果でございますけれども，７７％の回答があ

り，まず，自治体の総合計画に図書館のことがちゃん

と載っているかというのが６６％ありました。それか

ら，まちづくりなどに貢献する事業をやっている図書

館がどれぐらいあるか，４７％の図書館がうちもまち

づくりに貢献する事業をしていますよ，と答えていた

だきました。これは実は，私どもの予想をはるかに越

える数字でございました。 

そして，その事業の内訳なんですけれども，４０％

がいわゆるまちづくりに貢献している事業。にぎわい

を増やしたり，あるいは集いを喚起したり，そういう

ふうな事業をやっていると。 

５１％は人づくりでありますけれども，この人づく

りというのは，図書館の資料提供そのものが基本は人

づくりということでやっているわけですが，普通のお

はなし会とかそういうものは除いてあります。人づく

りというのは，例えばおはなし会を推進する，あるい

は読書を推進する人材を育成している，あるいは，他

の機関と連携して人づくりをしている。例えば，ブッ

クスタートなどもそのうちに入っております。これは

５１％とたくさんあるのはうなずけることでございま

すが，仕事づくりにも貢献しているというところが１

０％に伸びてきている。 

調査を行なうにあたって，図書館がまちづくりやコ

ミュニティに関わりを持って事業をしているのは，ま

だ点でしかないと思っていたんですが，これだけの図

書館がさまざまな事業を展開しつつあるということは，
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それが線から面になりつつあるんではないかなという

ふうな，期待を持たせる数字でございました。本当に

この調査をやってよかったなというふうに思います。 

日本図書館協会は，ほかにもいろんな事業を展開し

ております。 

例えば,２０１５年１１月に経済財政諮問会議とい

うところで，当時の高市総務大臣が図書館の地方交付

税の職員の積算に指定管理を導入することを前提とし

た算定方式を提案いたしました。これを称して「トッ

プランナー方式」といいますが，これを実際にやられ

ますと，指定管理はもう加速度的に進んで行く心配が

あったわけです。実際東京都はそういうふうな算定方

式を導入したことによって,あれだけの指定管理者が

増えてしまったということなので，私どもは直接大臣

にも面談をし，反対の意向をお伝えし声明を出したと

ころでございます。その結果，その翌年に，総務大臣

がトップランナー方式の図書館等への導入を見送ると

いうことを表明するに至ったということでございます。 

今後私どもは，先ほど言いましたように，人の問題，

それから資料費の問題，これを二つの柱として公共図

書館の再生を図るために，みなさんとともに大きな展

開を図っていきたいと思っておりますので，ぜひご支

援のほどをよろしくお願いいたします。 
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＜全体会（パネルディスカッション）＞ 

もっと地域の中に図書館を 

―図書館の多様化する社会的役割― 

 

コーディネーター：植松  貞夫 氏 

パネリスト   ：綾野  昌幸 氏 

         高橋  一枝 氏 

         郷野目 香織 氏 

         小林  光代 氏 

 

○植松氏 

 おはようございます。 

コーディネーターではありますが，この９０分間の

進行について，前もってきちんとしたプランをたてる

よりも，臨機応変に進めたいと思います。最初に，昨

日お話ししたことに対して，会場のみなさまからご質

問をいただいていますので，順に回答することから始

めさせていただきます。 

それではまず私から。 

「小中学校と図書館のいわゆる合築ということにつ

いて，学校にまちの図書館を組み込むという取り組み

には，かなり制限があり難しいと思われる」それから，

「自治体として社会教育と学校教育のどちらが主管課

になるのかという点が難しいのではないか」というご

質問です。 

実際に，学校と公共図書館との合築の取り組みは，

古くは，神戸市で複数の公立学校の中に図書館分館が

作られたり，東京都の中央区でコミュニティスクール

と名付けて，学校と屋内プールなど区民利用施設とが

一体の建築で，区立図書館と学校図書館を隣接させて

設けるといった例がありましたが，大阪の池田小学校

事件以来，学校のセキュリティが非常にきつくなり，

誰でも入ってこられるまちの図書館を学校に併設させ

るには，安全確保が最大の課題とされ，設計は非常に

難しくなりました。 

そうは言っても，昨日お話ししたように学校と図書

館とが，これから生き延びる二種の公共施設というこ

とで，これを合築する試みが再開されてきています。

例えば，立川市の第一小学校図書室と市立柴崎図書館

は，お互いに行き来できるような形で設けられていま

す。市内で初の社会教育施設と学校教育施設の複合事

例です。当然，セキュリティについての十分な検討に

基づいています。 

続いて，その複合施設の主管課に関してですが，学

校の建築には，の人数に応じた文部科学省の延べ床面

積基準が定められています。そして，学校の建築費は

法律の定めにより，国が経費補助することになってい

ます。図書館部分には補助金は出ないので，社会教育

と学校教育とをその部分で切り分けないといけないこ

とになります。このようなことから，ご指摘のように，

複合施設の主管をどちらか一方に決めるのは難しいで

しょうね。 

 二つ目のご質問です。「図書館整備，建設をする上

で，図書館の立場として最も意識しなくてはならない

こと，大切なことは何であるか」です。これは，図書

館及び図書館員の立場から，新しい建物をどう使うか，

どう使ってもらうかを，まとめていただきたいという

ことに尽きます。要するに，単に「図書館を設計して

ください」と言われても，建築家は設計できません。
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みなさんが，ご自宅を建てようとするときには，例え

ば，居間はこのようにキッチンはこんな感じになど細

かく注文すると思います。図書館も同じです。これか

ら建てる図書館を自分たちはどう使うか，どう使って

もらうのかについて，細部まで考えていただきたい。

これを基にして，部屋ごとの形や，温度・照明の程度、

床や壁の仕上げなどが決められます。要するに，こう

あってほしい，こうしたいという要求を挙げていくこ

とです。いろいろな要求内容がお互いに矛盾しても構

いません。自分たちの図書館はこうしたいんだ，とい

うのをぜひまとめていただきたい。そんなことは当り

前ではとお思いかもしれませんが，私の経験では，そ

のような例は多くありません。 

次は，「昨日の事例発表にて，図書館で開催された

たくさんのイベントについてありましたが，それは公

民館でやるべき事業との意見が出されて，社会教育内

で予算の奪い合いのような状態になりかねません」と

いう質問です。 

これには，資金獲得に関しては，もう組織内での競

争の時代になったと申し上げるしかありません。黙っ

ていても配分される時代は終わり，市の一般財源とい

う限られたパイを，部局や図書館が取り合う時代です。

公民館でやるべき事業だから図書館ではやらないでは

なく，図書館が積極的にお金を取りに行く姿勢を持た

ないと，お金はやってこないと考えるべきであると思

います。 

次のご質問です。「これまで日本の公共図書館の進

めてきた貸出サービス，これはこれからも頑張るべき

ことだということですが，貸出サービス以外の部分に

力を入れることで，貸出サービスに割いてきたリソー

ス，つまり人的資源であるとか，金銭的資源であると

か， そういうものを他に振り分けることが適切である

か否か。あるいはこれまで行ってきたサービスについ

て，新しい取り組みを始めるときに，その辺のことを

どうするのか」です。 

貸出サービスについて基本的に持続すべきであるこ

とは当然ですが，貸出サービスだけを重視することは

避けるべきであると申し上げました。例えば，ベスト

セラーといえども１冊しか買わないとかですね。それ

から，今非常に増えていますＷｅｂ予約での取り置き

サービス，図書館に来ない，書棚を見ないでも，借り

られてしまうようなことはしないなど，貸出サービス

にほとんど全てのエネルギーを使ってしまうことはや

めるべきだと考えています。 

資源配分の見直しですが，例えば貸出はセルフサー

ビスで処理してもらうとか。返却についてもセルフサ

ービス化が導入され始めています。職員でなければで

きない，いわゆる人的サービスに傾注すべきと考えて

います。 

私にいただいた質問の最後です。土浦市の図書館で

隣のマンション云々という話をしました。「図書館が

そうした何らかの経済活動や不動産等の収入を資料購

入費や運営等に充てている事例というのがあれば」と

いうことですが，このような事例は私の知る限りあり

ません。 

建設段階では，例えば，再開発ビルの事業費をどう

生み出すかと言いますと，それぞれが持っていた部分

を少しずつ削って，保留床と言いまして，第三者に売

却する床を作り出し，売上金を事業費に充てます。例

えば土浦の例ですと，銀行と交番と市が地権者でした。

保留床を学習塾に売却して経費の一部にしています。

しかし，開館後に図書館の専有面積の中で賃料を得る

ような事例はないと思います。また，仮にそのような

収入を得られたとしても，それを図書館が直接，資料

購入費や運営等に充てることは，自治体の会計規則で

許されないと聞いています。 

加えて，「図書館が周辺エリアの付加価値となって

いることが評価されている事例というのがあれば」と
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いうことです。ただちに具体的な事例は挙げられませ

んが，高齢者になってみると，よい図書館が近くにあ

ればいいなと思います。マンションや宅地の宣伝広告

には，図書館まで近いといった表示をよく見かけます。

子育て支援に熱心な図書館があれば，その近辺に引っ

越してきたい若い世帯が増える，となるとその周辺の

家賃が上がる，地価が上がるとなっていくわけです。

例えば図書館のまち浦安は，東日本大震災での液状化

とかにもかかわらず，図書館サービスの水準の高さが

評価されて，隣のまちより地価が高いとか，若い世帯

の比率が高いということになっています。図書館は周

辺エリアの付加価値アップに大いに関連すると私は考

えています。 

以上が私にいただいた質問への回答です。 

 

○綾野氏 

伊丹市立図書館ことば蔵でございます。 

私も５人の方からいただきましたので，回答のほう

は手短にさせていただきたいと思います。もし，何か

ございましたら追加で「もうちょっとここ聞きたかっ

たのに」みたいに言っていただければうれしいかなと

思います。 

まず，お一人目の質問，「さまざまなイベントを開

催する中で，図書館利用者からのクレームなどはあり

ますか。自分たちもいろんなイベントをやってみたい

と思いながら，利用者からのクレームを考えると弱気

になってしまうので，そういったクレームのうまいか

わし方などがあれば教えていただきたいです」という

ことで，ありがとうございます。 

確かに最初はクレームがありました。一番は音です

ね。１階が交流フロアということで１階で事業をして

おりまして，２階が児童室，３階が一般図書というこ

とになってますので，児童のところは子供たちがある

程度は声を出したりもしますのであんまりないんです

けれど，３階まで音が響いたりもしますので，当初は

うるさいということでやっぱりありました。 

ただ，それはもう「この時間はこういうイベントを

していますのでどうしても音が漏れます。できるだけ

気を付けますが，申し訳ございません」と。タイムシ

ェアの考え方で，この時間はこういうイベントをしま

す，多少音がしますということの掲示もしますし，そ

ういったアナウンスもしてるということで，段々理解

を得ていったかなと。 

このことば蔵に関しては，今までと違う図書館です

よということで，広報のほうもイベントの記事があり

ますし，新聞もおかげさまでいろんなことを取り上げ

てくれます。なので，段 と々こういう図書館なんだな

と，時代もそういう流れなんだなというのはご理解い

ただけたのかなと思ったりします。最初に苦情を言っ

てきたような方が，何度も来館してリピーターになっ

てくださっているということもあり，ある程度ご理解

を得られているところがあるのかなと思ったりいたし

ます。 

とどめと言いますか，昨年はおかげさまで賞もいた

だきましたので，そのときも号外みたいなのを配った

り，Ｌｉｂｒａｒｙ ｏｆ ｔｈｅ ｙｅａｒ２０１

６大賞受賞館みたいなことを，図書館の周りにも貼っ

たりしましたので，そういう図書館なんだなという理

解を得ているのかなと思います。 

お二人目，「コンプライアンス等が問われる現代で

図書館のイメージ上，市民からの反対意見や反対運動

のようなものはなかったですか」また，「市民企画の

中で没になった企画のいくつかを挙げてください。失

敗から学びたいので」という質問ありがとうございま

す。 

最初の反対意見，反対運動ということなんですけど，

反対運動まではなかったですね。ただ，やっぱり図書

館っていうのは静かなものという感覚がございますの
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で，反対意見というものはやっぱりありました。先ほ

どの質問とちょっとかぶるのですけど，段々ご理解を

得られるように努めていったというところです。 

企画の中で没になったものをいくつか挙げていただ

きたいということなんですが，基本的には昨日も申し

上げましたように，できるだけやっていこう，何かハ

ードルがあるんだったらそこはクリアするようにみん

なで考えていきましょうという感じでやってるんです

ね。ですから少ないんですけど，一つは，ぷんぷん営

業のにおいがしてきた企画があったんですが，ちょっ

と医療行為みたいな感じで，これはどうだろうみたい

な感じだったんですね。私たち図書館の職員も，運営

会議で発表されたときに「うーん」って感じになった

し，ほかの方もやっぱりそうなんですね。「それは違

うよ」みたいなことをおっしゃってくださって，自然

にその人もやりにくくなったというか，いろいろ言わ

れてやめていったというような例と，あとは，これは

自滅する形ですね。運営会議で大きいこと，「こんな

会議でこんな大会をしたい」みたいな感じで言って，

それはいいなとなったんですけれど，なかなかその方

がそこまでできなかったので，自然に消滅していった

と。企画を出された方が基本的には主になっていただ

かないとだめなんで，その企画が出たからと言って，

図書館職員が代わりにやったりとか，ほかの方が代わ

りにやったりすることはありませんので，そういう自

滅型というか，こういう提案をしたけれど結局できな

かったということはありました。ただ，その方はハー

トが強いので，その後もずっと運営会議に来ていただ

いて，またいろんな提案をしてくださっています。い

くつかと言えばそんな感じですね。 

３人目の方，「ことば蔵の講師料，参加料は無料と

のことでしたが，パソコン講座のパソコンとか，それ

ぞれの材料費はどのように調達しているのでしょうか。

全て講師持ちですか」という質問です。 

パソコンは，昨日事例でも説明させていただいたス

クラッチデイ，子供向けのプログラミング講座という

のは，全てその人たちで賄っていただいています。ご

くごくまれに，ちょっと原材料費がかかるというよう

なのも出てくるんですね。それは運営会議で，そうい

うことだったら何百円とか徴収してもいいかという感

じであったのが，ラッピング講座という，バレンタイ

ン前に特に女性向けと言いますか，きれいにラッピン

グできる技を教えていただくというのをやっているん

ですが，アジアン雑貨のお店の方に来ていただいてい

るんですけど，そのまま持って帰っていただきますの

で，原材料費がかかりますので，２００円か３００円

頂戴したことがあるとか。ノンアルコールカクテルパ

ーティーというのを昨日ご紹介させていただきました

が，それも飲むためにいろんな果物を使ったりとかし

ていますので，何百円か頂戴したというような形です。

数百円頂戴することはありますが，それも運営会議で

これぐらいならいいんじゃないかという料金の決めと

いう形で，でも基本的にはほとんどやりたいと手を挙

げた方に持っていただくことにしております。 

４人目の方，「まちのにぎわいや交流が盛んになっ

た結果と，図書館の利用者数の動向はどのように関係

していますか」ということなんですけど，まず図書館

の利用者数なんですけど，５年前に郊外から中心市街

地に移ってきたんですが，郊外にあったときは利用者

が年間３２万人でした。中心市街地のほうに移ってき

て４０万人ということになりました。 

今，このことば蔵というのは駐車場がないんですね。

身障者の方向けの駐車場が１台あるだけで，一般の方

には，民間の駐車場を利用してくださいねというご案

内をしています。それもちょっと離れてるんです。郊

外にあったときは，１時間無料の駐車場がありました。

今まで車でお越しになってたくさん借りたり，重たい

本を持って帰ったりしていた方もいらっしゃったと思
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うんですけど，そういうことを差し引いても来館者と

いうのは増えているという傾向と，そうですね，貸出

冊数のほうも増えています。 

私たちのことば蔵ができた宮ノ前という住居地区は，

中心市街地でも通行量の少ない地域だったんですが，

通行量が３倍ぐらいに増えているというデータも出て

います。 

最後５人目の方，「特定の企業や団体とタイアップ

するのは，公共の利益に反することにはなりませんか。

イオンやＴＳＵＴＡＹＡだと地元の企業との不公平に

ついてはどうですか。当方の図書館は，連携に消極的

です。このままでは生き残れないと思うのですが」と

いうことと，もう一つ「個人やＮＰＯの確かな人物か

どうかということに重きを置いています。どうしたら

よいでしょうか。アドバイスお願いします」という２

点ご質問いただきました。 

１点目の特定の企業や団体とタイアップするという

のは，多分時代の流れだと思うんですね。先ほど植松

先生のご質問にもありましたけど，予算というものが

なかなかつかない。うちのほうもすごい少ない予算で

やっています。企業の方からアプローチがあったとき

に，もちろん見極めは大事だと思うんですね。やっぱ

り図書館にとっても本当にためになるか，市民の方に

とってもためになるか，言葉とか本とか図書館に関係

することなのかどうかということの見極めは大事だと

思います。ただ，それがクリアされて，タイアップし

たいとおっしゃってきたら，基本的にはタイアップし

たらいいんじゃないかと思っています。 

まちづくりもそうなんですけど，特定の企業とか，

商店街とか，一緒にやることってかなりあると思いま

す。今の時代，寄附金なんかもね，ここの企業からこ

れだけもらったとかオープンにもしますし，ネーミン

グライツで「東リいたみホール」とか，いろいろつい

たりします。図書館のほうも，私たちも雑誌スポンサ

ー制度をやっていますが，いろいろな企業名が出る雑

誌があります。 

そういった形でやっぱりこれから民間企業とのタイ

アップというのは，避けられないと思いますし，向こ

うからアプローチしてくださったのは，こっちもしっ

かりＷｉｎになるように見極めは必要だと思いますが，

していったらいいんじゃないかなと思います。 

ご質問くださった方はご苦労されているようなので，

伊丹はこういうふうにやっていますと，全然クレーム

も来ていませんみたいな感じで言ってくださったらい

いかなと思います。 

企業とタイアップすると，やっぱり予算的にすごい

楽なんですね。チラシとか，自分たちのホームページ

で宣伝してくれたりしますし，いろんなノベルティを

渡してくださったりとかということもありますので，

私どもも少ない予算でやっていますんで，予算的には

すごい楽な感じがします。 

あとちょっと余談ですけど，ことば蔵には分室と分

館が四つあるんですけど，西分室というところはイオ

ンの中に入っています。イオンの中の２階に分室を設

けていまして，そこに入っているというような形でや

ったりしています。伊丹市にイオンは二つ大きいのが

ありますし，ＴＳＵＴＡＹＡさんも二つありますし，

地元企業からそういう不公平感というのも出ていませ

ん。地元企業は地元企業でいろんなタイアップをして

おります。 

広報に載るときも，昨日ご紹介させていただいた事

業なんかも「イオン×ことば蔵」という感じで堂々と

載せていますので，そんな感じで伊丹はやっていて別

に問題は起きてないよ，と言ってくださればいいんじ

ゃないかなと思います。 

それと，個人とかＮＰＯも確かな人かどうかという

のは，確かにそれってあると思うんですね。さっきも，

没になった企画で営業のにおいがしたというのがあっ
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たんですけど，そういう見極めもこちらのほうからし

ていただかないといけないと思うんですけど，ある程

度，この人，あるいはこの団体ってどうなんだろうっ

ていうところで判断して，どれぐらいの距離を置くか

っていう線引きはしていくのは仕方ないことだと思い

ます。そういった目はしっかり自分たちで持っておく

べきかなと思います。 

以上，みなさんの質問にちょっと簡単な答えで申し

訳ありません。もし追加でありましたら，質問してい

ただいた方，おっしゃっていただいたらと思います。 

私からは以上です。 

 

○郷野目氏 

新庄市立図書館の郷野目です。 

新庄市立図書館には二つご質問のほうをいただきま

してありがとうございます。 

まず一つ目の，出前図書館について興味深く聞いて

いただいたということで「具体的な取り組みについて，

さらに詳しく」ということでしたので，こちらを私か

らお話しさせていただきます。 

どこについての具体的な取り組みかというのは，み

なさんそれぞれ興味が違うところだと思いますので，

私のほうで簡単にまとめました。 

まずｋｉｔｏｋｉｔｏは，基本は月一回第三日曜日

と決まっているんですけれども，図書館は日曜日も開

館しておりますので，図書館のフロアチーム，それか

らｋｉｔｏｋｉｔｏ組のほうに分かれて当日は事業を

行っております。ただし，８月と１１月は図書館事業

のほうが重なりますので，あくまでも図書館事業のほ

うを重視して，そのときはｋｉｔｏｋｉｔｏには行か

ないようにしております。 

ｋｉｔｏｋｉｔｏの選書なんですけれども，こちら

もその月の担当職員がフロアワークの一環の中で選書

を行っております。 

あとは，ＢＭ車なんですけれども，かやの木号は，

いわゆるＢＭ車らしいＢＭ車ではなくて，小回りのき

く福祉車両を改良したサイズとなっております。です

ので基本的にＢＭ専用の本っていうのは，ほとんど普

段置いておりません。なのでｋｉｔｏｋｉｔｏに限ら

ず，出前図書館，移動図書館の行き先によって，毎回

選書をしているような形になります。ｋｉｔｏｋｉｔ

ｏに持っていくのは大体１００冊が限度になるかなと

思います。 

あとはいろんな団体さんなどとコラボをしているん

ですけれども，そのコラボ先，連携先とは一旦打ち合

わせをしまして，図書館のほうから「今月はこういう

ことをしてください」とお願いするのではなく，連携

先のほうがどういうことをしてみたいか，ｋｉｔｏｋ

ｉｔｏでどういうことを自分たちはＰＲしたい，こう

いうことをしてみたいというようなことを聞き取った

上で，どういうふうにｋｉｔｏｋｉｔｏで具現化して

実行できるかというようなことを一緒に考えておりま

す。 

読み聞かせのほかにワークショップなんかもありま

して，材料費は，元々あるもの，折り紙でしたら図書

館でイベントで使っているような折り紙のように，

元々あるものを生かしています。あとはしおり作りだ

ったら，リボンなんかは連携しているお花屋さんから

結構いただいたりすることありますので，そういうい

ただいたものを大事に使ったりですとか，消しゴムは

んこのワークショップなんかは，歴代の図書館職員が

手作りしたものを置いて行ってくれたりしていますの

で，そういうものを活用していろいろ楽しくしていま

す。やはりどうしても，コーヒーフィルターとかフェ

ルトとかが必要になってくるっていうときは，その都

度，数百円程度ですけれども，ワークショップに合わ

せたものを買い足すということはしております。 

それから，ｋｉｔｏｋｉｔｏから帰りましたら，そ
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の担当の職員が必ず手書きで回覧のノートを書きます。

準備の内容，スタッフの人数，貸出冊数，ワークショ

ップ，読み聞かせの参加人数，それからその日の天気

もちゃんと書いておきます。「雨だったのでふきんが

必要だった」とか，「風が吹いて落ち葉がいっぱいだ

ったので，ほうきやちり取りが必要だった」とか，あ

とは読み聞かせのどんな本を読んだとか，ワークショ

ップの内容，それから「こういうものが足りなかった

ので，次回こういうものを持って行ったほうがいいよ」

という反省なんかも全部細かく手書きのノートに書い

て，職員全員に回覧しまして情報共有するとともに，

次回担当する職員のためにもフィードバックを必ずし

ております。 

昨日小林館長さんもおっしゃっていたんですけれど

も，図書館はイベント屋ではなくて，ｋｉｔｏｋｉｔ

ｏに行くことで，どう図書館の利活用，新規利用拡大

につながるか，図書館がやるからこその意義，本と人

を結ぶということを意識しながら，取り組みを続けて

おります。 

このような形です。ありがとうございます。 

 

○高橋氏 

おはようございます。高橋です。 

もう一つの質問なんですけれども，「連携交流のプ

レゼン資料の中に病院がありましたが，具体的には病

院と連携してどのような事業，イベントを実施してい

るのでしょうか」というご質問をいただきましてあり

がとうございます。 

山形県立新庄病院という病院が市内にありまして，

そこの新庄病院さんが，県の移転新築計画に入ってお

ります。そのような中で新庄市が，病院に「図書館を

一緒に併設できないか」なんていうようなことで，地

域の方々が盛り上がりまして，計画の中に盛り込んで

いただけるように，有志で知事に陳情したなんていう

こともございました。 

そういうこともありまして，今年の５月から，がん

相談支援コーナーの方が「図書館のほうにパンフレッ

トやリーフレットを置いていただけないか」というご

相談にいらっしゃいました。うちとしましても，そう

いう取り組みの中で何か県立病院さんと連携ができた

らなんて模索しておりましたので，これはいいチャン

スということで，健康情報福祉コーナーっていう常設

展示があるんですが，そちらの一角に県立病院さんの

情報コーナーを設置させていただきました。 

そういったところからつながりまして，今年の９月

なんですけれども，県立病院さんのほうで健康まつり

というお祭りを市民の方をお招きしてやったところに，

読み聞かせをしていただきたいなんていうご依頼があ

りました。これは本当にもうとてもすてきなことなの

で，うちのほうでもお伺いして，病院の中で読み聞か

せを実施させていただきました。 

その後に図書館まつりで，「県立病院さんのパネル

展示を今度はお願いできないですか」なんていうこと

で，その健康まつりで飾ったパネルをそのままうちで

展示させていただきながら，看護師さんのユニフォー

ムも借りてきまして，実際にこういったお仕事がある

んですなんていうことで，ご紹介をさせていただいた

ところです。 

これからの取り組みなんですけれども，例えば病院

の先生に来ていただいて健康講座を開催したり，そこ

にはうちの図書も展示させていただいて，こういった

本がありますなんていうことでご紹介をさせていただ

いたり，あとはお祭りの中で今年はできなかったんで

すが，認知症の診断をできるコーナーの設置なんてい

うことで，看護師さんに来ていただいて，市民の方々

が気軽に，病院はちょっと向かっていくのは大変なん

だけれども図書館だったら，と来ていただいて，自分

の健康や家族の病気についてちょっと知っていただけ
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るきっかけ作りということで，病院さんとの連携とい

うようなことをこれからも少しずつ考えていきたいと

思います。 

これから新しくなる病院の構想なんですけれども，

まちの病院として生活の拠点的な形で，これからコン

セプトを立ち上げて計画に入るんですが，その中で病

院の図書館となったときに，やはり病院には専門の司

書がいて，本と病気とその予防治療とか，いろんな形

でサポートできるようなそういった体制をきちんと確

立していただきたいということで，陳情したというこ

とがございますので，今後これから私たちもそういっ

たところにつながりながら行ってまいりたいと思って

おります。ありがとうございます。 

 

○小林氏 

鹿角市立図書館には，二つの質問を頂戴いたしまし

た。あえて記載されているとおりに読ませていただき

ます。 

「図書館職員が誇りを持って主体的に新事業に取り

組まれている様子に感銘を受けました。どのようにし

て彼らの主体性を引き出しておられるのかご教授くだ

さい。」というご質問です。ありがとうございました。 

大変答えるのに難しいなあっていうふうに思ってお

りますが，まず私は図書館の三本柱，「施設」と「資

料」と「人」，この中で最も重要なのは，言うまでも

ありません，人だと思っています。立派な施設がなく

ても，たくさんの資料がなくても，やる気のある人が

いたらば，もう万々歳。その意欲をどういうふうに高

めていくか。 

まず私は，この質問の中の一コマを，帰ったら早速

職員に伝えます。「褒められたよ」「新事業に意欲的

に取り組まれている様子，みんなに伝わったよ」って，

そういう思いで，頂戴しましたこのメッセージをみん

なにお土産として持って帰りたい。そういうふうに思

っています。ありがたい質問を頂戴したなと思ってい

ます。 

なかなか，主体性をどのようにって言われても，ピ

ンポイントでお答えすることは，私にとっては不可能

です。まず，みんなで頑張ろう。チームで頑張ろう。

得手不得手はあるけれどもそこを埋めよう。そんな感

じで得意分野を出してもらうことにしています。 

それから，たくさんの企画を昨日聞いていただきま

したけれども，企画のほとんどはおしゃべりの中から

生まれています。「ただいまから会議をいたします」

というような形で話し合われた中には，あまりいいア

イデアが浮かんでこないのが常ではないでしょうか。

普段から少し休憩の時間におしゃべりをする。おしゃ

べりをするためには，仲良しにならねばならない。そ

んな感じで普段から職場環境を風通しのいいものにし

ておく。そして誰か言い出しっぺはあるものの，決ま

ったら一丸となってそれに向かう，手伝う。そして，

イベント屋ではありません。時間をかけて立派な展示

や立派なイベントをやるのではなくて，本業の本のサ

ービス提供に影響のないように，きちんとスピード感

を持って，立派なものを作らなくてもいいので，まず

みなさんに親しんでもらえるような工夫を発信する。

そういう形でやっています。 

お答えにならないかもしれませんけれども，こんな

ところで，バタバタもがきながらやっているというこ

とでしょうか。 

二つ目は，「ＬＩＮＥスタンプの販売をされている

とのことですが，どなたの発案なのか。どういった経

緯で販売に至ったのか。詳しいお話をお伺いしたいで

す」ということです。 

ＬＩＮＥスタンプは，新館の移転に伴いまして，そ

れ以前まで少数のヘビーユーザーで利用されていた図

書館をもっと利用者の幅を広げたい，そのために何か

をしたい，そこから始まっています。お金はないし，
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いろいろな会話の中から，ＰＲグッズとして何かをし

たい，その気持ちから始まっています。 

最初は，切手，風呂敷，エコバッグ，はがき，こう

いうものが挙がりましたが，全部投資の資金がいりま

す。それはちょっと私たちにはできないなぁというこ

とから，ふいにＬＩＮＥスタンプという話が出ました。 

当時既にＬＩＮＥアカウントさえあれば，誰でもス

タンプがつくれるＬＩＮＥクリエーターズマーケット

って言うんですか，これでたくさん市場が拡大されて

いましたので，うちの若いスタッフがＬＩＮＥスタン

プはお金がかからない，しかも全世界に発信ができる

ということになりまして，そこにグッドアイディアだ

なという形で乗りました。 

イラストの得意な職員がおりましたので，この得手

分野を大いに生かしていただいて「はなわんこ」と「ト

ワダック」が誕生したわけです。名前も「花輪」に語

呂合わせて「はなわんこ」，それから秋田犬ですね。

「トワダック」も大した理由はないんですけど，語呂

がいいので「トワダック」と，軽い感じで決まったわ

けです。 

これは，売り上げとしては金額は微々たるものです。

３００円の中からキックバックは何十円というところ

です。けれども売り上げ以上にＰＲ効果，当初の目的

でありました鹿角市立図書館を知ってもらいたい，そ

して世代を超えた利用者に鹿角市立図書館ここにあり

みたいなところが届いたらいいなっていう目的には，

すこぶる効果がありました。国会図書館や国の電子機

器を使う情報誌，これらの取材なども受けまして，担

当したスタッフも非常に自信を持って，今原稿を書い

ているところです。 

曖昧な回答になるかもしれませんが，図書館員に自

信を持たせ，それがまた自主的な活動につながってい

くのではないかなというふうに思っています。 

手前のことで恐縮ですけれども，ヨーロッパで勉強

した折に，今目録カードにくぎは刺さってませんけれ

ども，以前は目録カードにくぎを刺していましたよね，

長いくぎ。あれを刺せるのは，もうライブラリアンし

かいない。それを教わったときに，司書の仕事って本

当に誇りの持つ権威のある仕事なんだなぁというふう

に肝に銘じました。 

ライフワークとしまして，私は司書の身分向上を掲

げて別の組織で頑張っているんですけれども，やはり，

図書館の職場環境はまだまだ不十分だろうというふう

に思います。だからこそ，私たちは図書館員ですと誇

りを持って図書館で仕事をできるような，そういう思

いを，せめて巡り合った司書の人たちには，一緒にや

って行こうという感じで毎日奮闘しているそういうふ

うなところです。 

質問とちょっとずれましたけれども，以上がお答え

ということでご了解ください。 

 

○植松氏 

 ありがとうございました。 

それでは全体で話し合っていきたいと思います。 

今回のテーマである「もっと地域の中に図書館を」

は当然のことながら，もっとたくさんの，もっと幅広

い利用者を獲得するために，図書館がもっと地域の中

に入っていこうという決意表明です。 

図書館が貸本館だとか，自習館だと思われているの

を払拭して，こういう活動を展開することで，綾野さ

んへの質問にもあったように，多くの人たちを図書館

の利用者に切り替え，来館者数を増やすことが求めら

れています。また同時に，一部の熱心なサポーターだ

けのための活動になっていないかを，反省しながらや

っていくことも必要だと思います。昨日発表されたお

三方の活動は，まさにそれを実践し成果を挙げていら

っしゃるものでした。 

まず，私からの最初の質問です。いくつかの図書館
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を見学していますが，熱心な館長さんが異動されてし

まうと，残念なことに，せっかくの優れた活動もしぼ

んでしまうことが少なくありません。熱心な館長さん

あるいは一部のサポーターだけが支えになっていては

だめだと思います。 

持続力・継続性をどのように生み出していくかにつ

いて，それぞれの方のお考えをお聞かせいただきたい

と思います。 

○綾野氏  

そうですね。先生がおっしゃるように本当に幅広い

方に利用していただきたいですし，一部のサポーター

では，具合が悪いなあと思います。 

ことば蔵の活動というのは，私どもの市長が割とあ

ちこちで言うんですね，「こんな感じで市民と一緒に

やっています」って。賞を取ったときももちろん言っ

ていました。もちろん広報もよく載りますし，そうい

うような感じで，市内の方全体にはアナウンスできて

いるのかなと思います。運営会議では大体毎回新しい

方にお越しいただけていて，図書館自体は知っていた

だいているのかなと。来ていただく方も，「図書館」

と言わないで「ことば蔵」って言ったり，あるいは短

く略して「蔵」と，「蔵行こか」みたいな感じで言う

方もいらっしゃるので，非常にありがたいなと思いま

す。 

館長の話なんですけど，私はこの４月からの館長で

して，それまでの５年間は交流事業だけを担当してい

たんですね。館長というのは実は別におりました。５

年間しっかりその館長が館の管理をしてくれている中

で，自分は割とやりたいことができたというような立

場で，公園のような図書館ということで「園長」と呼

ばれていたんですけど，そういう立場でした。この４

月から館長兼務ということになりまして，いざ館長兼

務になると，やっぱり，司書の方とすごい濃密にやり

取りしていく中で，５年後，１０年後，昨日聖域では

ないという話をさせていただきましたけど，本当にそ

う思っていまして，市民の方に必要とされる図書館で

ないと生き残れないなと思っています。もちろん交流

事業もこのまま続けていくんですけど，私は１年か，

もしかして２年ぐらいで館長職は解かれると思うので

すが，つなぎの館長だと思っていますので，次の館長

に引き継ぐまでにしっかりと５年後，１０年後を見据

えて，例えばこういう研修会，勉強会みたいなところ

にもお声がけいただければできるだけ行こうと思って

いますし，視察のほうもできるだけ受け入れるように

しています。そういうネットワークというのはやっぱ

り作っていっておかないとと思っています。 

あとそうですね，司書の方は優秀なんですけど，や

っぱり仕方ないんでしょうけど，どうしてもすごく真

面目なんですね。自分なんかはずるくやってきたんで

結構不真面目な部分があったりするんで，まあ良し悪

しはあるでしょうけれど，やわらかいところは司書の

方と何とか一緒になって考えていけるようにというこ

とで，今すごく司書とやり取りしていて，できるだけ

司書に前に出てもらうように努めています。プロパー

の司書ってパソコンが１人１台ないんですね。正規の

職員は１人１台あるんですけど，プロパーにはないん

で，メモが机の上にたくさん置いてあるんです。私は
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いないときも多いんで，すごくたくさんの手紙みたい

な，そういうメモのやり取りなんかもさせていただい

ているのがすごくうれしいし，とにかく自分は１年か

２年だと思っているんで，その間にそういう自分のネ

ットワークを次の館長に受け継いでもらいたいと思い

ますし，私の代わりはもちろん誰でもいけると思って

ますので，司書に力をつけてもらって，必要とされる

図書館にしていくことが大事だろうなと思っています。 

なので，館長というのは，多分短期間でしょうけど，

そこからどうなるかはわからないですけどね，前みた

いな園長という形でちょっと関わりを薄く残すのか，

まちづくりに帰るか，全然違う部署になるのか，行政

の職員なんでわかりません。どうなるかわかりません

が，そうなったときも最初はサポートというか，運営

会議にも出席したり，いろんなネットワークというの

はつなげていきたいと思いますし，そのときの館長や

職員の邪魔にならないようにお手伝いをさせていただ

きたいと思いますが，私が代わっても全然大丈夫だと

思っています。 

 

○高橋氏 

   私は館長になりましてから５年目になるんですけれ

ども，私の団体のほうは，一般社団法人とらいあと言

いまして，昨日もお話しさせていただいたんですが，

指定管理事業を１０年間やっております。その前の業

務委託も２年間ということで，長く新庄市立図書館を

管理運営しているわけなんですが，その一般社団法人

とらいあの理事・役員という方々に支えられながら，

理事会とか，あとは四役会議，そういった中で図書館

をどう持っていくかということを常にお話しをしなが

ら，進めて行っているところです。 

館長しかできない仕事ではなくて，やはり団体とし

て，これからどういうふうに持っていったらいいか。

図書館をどう運営していったらいいか。そして生涯学

習のまちの拠点として，団体がどう関わっていったら

いいかということを常に会議に諮りながら，団体とし

て進めていっているんだというところがあります。た

だやはり，司書，私も司書なんですけれども，司書と

して業務をするところ，それから職員としてカウンタ

ーに出るところを，なんていうところも考えながらい

るんですが，年齢層的には，職員の中では私が一番上

で，その次に４０代，それから３０代，２０代，若く

て２２とか３とかまだいるんですが，どんどん次の世

代に引き継ぎをできるような体制にだけは持っていっ

ています。 

中の仕事も一人が担当するのではなくて，ローテー

ションをして誰もがどの仕事をしてもできるように，

誰でも引き継げるように，お客様に対応できるような

システムは作っていております。それから，やはり，

郷野目のように認定司書に認定されて，専門性を持っ

た司書もおりますので，郷野目をきちんと見ながら下

のほうが育っていく，育成していくなんていうことも

できているかななんて思っております。 

一つ問題があるのが，うちの司書の職員は全て女性

なんです。そこが本当につらいところで，本当はもっ

ともっと男性の司書さんも来ていただきながら，もっ

ときちんとした管理とか，防犯の部分や，男性目線で

のレファレンスであったりとか，やっていきたいんで

すが，そこのところが次世代につながるっていう部分

ではとても弱いところで，これから難しい問題になっ

てくるのかな，なんて思っているところです。 

 

○小林氏 

 先日，小学生・中学生が図書館を訪問するという機

会がありまして，その質問の中に「館長さんの仕事っ

て何ですか」っていうのがありました。 

普段どういうふうに見られているのかななんて気に

しながら，とっさに「何でも屋です」と。「お掃除も
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するし，カウンターも出るし，クレームも聞くし，会

議にも出るし，議会にも出るし，いろいろ何でも言わ

れたことをやるんですよ」という答えをしました。私

は，館長も組織の中の一コマ，一人というふうに思っ

ています。大きな市の方針に沿って具体的な道筋をつ

けていくのが現場であり，そこを預かっている責任者

が館長だろうというふうに思っています。 

その大きな市の指針，これに沿っていろいろな形が

あっていいのではないかなというふうに思います。私

が代わったら，もうそこでスパッと切ります。次の人

たちがその指針に沿って具体的にどういう形で，どう

いう色合いでやっていくか，それはお任せですという

感じですが，先般５年間館長を務めさせていただいた

中津川の図書館まつりに行ってまいりました。ちょっ

とお客様で行く寂しさがありましたけれども，しっか

り新しい展開もできていたし，古いところも受け継が

れていたし，そういう形で引き継がれていくんだろう

と。「これはやっぱり私のほうがよかったよ」だとか，

「これは今のほうがいいね」だとか，そういうふうに

思いながら過ごしたんですけれども，自分としては意

識しているのは，館長でなければできない仕事，広報

活動もそうです。今，こんな変なヘアスタイル，昨日

から見てて「何あれ？」と思ってるかもしれませんけ

れども，これ「どすこいヘア」と言いましてですね，

お相撲さんのどすこい，どすこい，のヘアで，負けな

いぞ，どんなことにも負けないぞ，どすこい，どすこ

いという，もうこれは私のキャッチコピーとトレード

マークになっています。先般呼ばれて行ったところに

も，おとなしいヘアスタイルをしたら，あれの生を見

たかったって言われてですね，最近は厚かましく恥ず

かしい部分もあるんですけど，こういうふうにして世

間を歩いています。そういうトップセールスマンみた

いなもの，館長は恥をさらして自分の館を宣伝してい

こう，こんな思いは自分自身としてはありますが，ほ

かの方はほかの方のやり方でやってもらえればいいか

なと。私には何もないんで，外目から攻めていこうか

なというような，そういう思いでやっています。 

注意していることは，何かやれることを常に補佐や

スタッフに振ります。最終的にはとことん付き合いま

すけれども，まずはやってみて，と。そこから私が学

ぶこともたくさんあります。いろいろな会議や発表も

そうです。昨日も重要な市の会議がありました。でも

「私は研究集会に行ってくるから，業務責任者やっと

いて」と。ものすごい緊張感でやったかと思います。

「私も向こうで緊張してやってくるから，あなたはあ

なたで館長代理としてやってください」と。館長代理

の時間をたくさん作って，見ないふりをして見ていま

す。そういう形で次の世代にいくらかでも自分の色を

残せたら，自分自身がうれしいなあというふうに思い

ます。 

それと，高校生のインターンシップなんかが来ます

と，「将来図書館で働きたいんです」と大概こういう

ことをお話しをします。そういう芽を大切に，楽しん

で体験をしてもらって，「将来それじゃあ待ってるか

らね」という形で，もう大人を通り越して，学生にタ

ーゲットを当てています。そんな感じでお答えになっ

ているでしょうか。 

 

○植松氏 

 ありがとうございました。 

先ほどの話にあった，若い職員をどのように育てて

いくかともつながると思います。主体性を持って活動

してくれる職員を作っていくことが持続性を保つこと

につながるということだと思います。 

今お話しがありましたトップセールスマンとか，ア

イデアマンとしてさまざまなことをやっていくことで

図書館の存在感を増して，役所の組織の中でも図書館

の存在感を高めて，予算を獲得していくということが
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必要ではないかということに帰着します。真面目でお

としい図書館員を，恥をかいても動じないトップセー

ルスマンに育てることが，館長の仕事と言えるのでは

ないかと思います。 

さて，ご承知のように日本図書館協会では，指定管

理者制度は基本的に好ましくない部分が多いとの認識

に立っているのですが，今回の３例のうち，綾野さん

は直営といっても半分以上民間人の感覚の方とお見受

けしますが，みなさんのような活動は直営ではできに

くいのか，あるいは直営とか指定管理者よりも，先ほ

どの話に戻ってしまいますが，館長さんのキャラクタ

ーに依拠するのかについては，直営の館長さんとして

どのようにお考えでしょうか。 

 

○綾野氏 

そうですね，伊丹の図書館は，本館は直営です。先

ほど分館や分室が四つあると申し上げましたけれども，

そのうちの二つが地元のＮＰＯさん，一つがいたみ文

化・スポーツ財団というところが管理してくださって

いる指定管理なんですね。西分室という，さっきイオ

ンの中に入っていると言ったところが直営です。それ

ぞれやっぱり，いいところはあるかなあと。直営は直

営でいいところがあるでしょうし，指定管理は指定管

理のいいところがあります。伊丹の方針としては，図

書館本館は当面の間は直営で行くということですので，

それならば逆に，民間の方とのお付き合いというか，

市民の方もそうですし，民間の企業の方とか団体の方

とのお付き合いは密にしておかないといけないなとい

うことを考えます。 

予算の話もありましたけど，公民館とのすみ分けも

やっぱりきっちり考えないといけない。音楽のイベン

トなんかも，完全に公民館的なイベントなんですけど，

やっぱり本，図書館の利用者，利用に結びつけたいと

思うので，司書に頼むんですね。音楽の関係の本を並

べてくれというと，ものすごく早い時間にばーっと揃

えてくれます。そんな感じで，こんな本が３階に行っ

たら借りられますよというアナウンスはしていますし，

みなさん終わったあとに手に取って借りてくださった

りしています。 

直営のプロパーの司書たちは，やっぱり危機感を持

ってやってもらわなきゃいけないと思いますし，当分

直営で行こうという方針は出ていますが，そうは言っ

てもわかりませんし，危機感を持ってやらなきゃいけ

ないということは常に言っています。直営なんだけど

やわらかい部分というか，真面目だけじゃなくて，付

き合いも幅広くしたほうがいいし，おもしろくて市民

の方に興味を持っていただけることをやっていこうね

っていう感覚は，一緒になって考えていきたいなと思

います。 

○高橋氏 

 新庄市のほうは，直営のときに，やはり専門の司書

さんがいらっしゃったこともあるんですけれども，せ

っかく慣れてもすぐ次の部署に変わっていくというこ

とで，どうしても継続的な部分が難しくて，そこを何

とかして専門の司書をそこにきちんと配置しようって

いうところから生まれたのが，この業務委託から指定

管理っていう部分がありますので，そこのところが本

当に指定管理としての強みなのかなあなんて思います。
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その中で，直営時代の館長さんもとてもすばらしい方

で，本当に人が少ない中でたくさんの事業を抱えてい

て，指定管理に移行になったときに，「この人数でこ

れだけの事業をやっていたの？」って逆に振り返りな

んかがあって，そこで精査されて「じゃあこの人数だ

とやれないからもう少し増やしましょうか」なんて，

そういった行政区と指定管理者でいろんな話し合いを

持ちながら今に至っています。 

事業をしていく中で，ネットワークとか，住民の方々

との連携っていうのは，やはりなかなか行政区の方々

だと難しいのかななんて思いました。うちの団体のほ

うには本当にたくさんの商店の方とか，社会福祉協議

会の理事長とか，子育て支援の理事さんとかもいらっ

しゃるので，いろんな間口の中で事業を展開できる，

いろんな目線で図書館を見ていただけるっていうとこ

ろが本当に強みなのかななんて思うんですけれども，

また一つ問題がありまして，やはり，指定管理事業は

コスト縮減のために図られたというところがありまし

て， ここだけの話なんですが，もっと保障があれば，

例えばもっと士気も上がるし，研修にも行けるし，い

ろんなところに出て行けるのかななんて思うのですが，

そこのところが大変つらい部分ではあります。ただ，

新庄市は全て施設が指定管理事業になっていて，図書

館だけもう少し上げてくださいなんていうことはとて

も言えないので，本当にヒアリングを重ねながら，言

っていかなきゃいけないところなのかなと思っており

ます。 

 

○小林氏 

 会場には，指定管理の館と直営の館がいらっしゃる

かと思いますが，言いにくい部分があることも察しま

すけれども，私は直営の館の館長と，今指定管理の館

長ということで，二つの場面を体験をしています。 

結果的に，私の性格もあるかと思いますけれども，

どちらも一緒という感じに思っています。再度繰り返

すようですが，最後は人だろうというふうに思うんで

す。 

直営であれば，やはりさっきの予算の交渉がありま

したけど，まず財務と交渉しなくてはいけません。同

じ部局内で戦わなければいけません。なんか変な話だ

なあと思います。中津川では市長部局でしたので，物

事が早く決まります。やりたいと思ったら交渉次第で

即刻予算も発生するわけなんですけど，一方，指定管

理者のシステムだと，これも私たちは現場で会社と交

渉しなければなりません。私はいつも職員に「私は一

人労働組合代表」と言っているんですけれども，いろ

いろなイベントをやるにしても予算があります。中津

川のあの建設が中止になったときから，私は，お金が

ないところからの意識で始めようというふうに自分で

思っています。ですから，いくらお金があるかは掌握

をしていません。できるならいろいろな人から助けて

もらう，そういう形でイベントを進めようというのが

スタンスです。 

やってみて思うのが，意外と助けてくれる人がいる

ということです。そしてそれらのセールスに行くのは，

館長。いろいろなネットワーク，行政の方々はなかな

かこのネットワークの隅 ま々でいかないかと思います。

ママ友のネットワークなんかすごいですよね。市民の

力はものすごくパワーを持っているなあと感じます。

これは中津川市でも，行政側の力が必要なときは行政，

ボランティアさんや民間の力がいるとき，例えばスピ

ードの速い事業とか，即刻やりたいよというふうなと

ころでは，行政だとやっぱり３カ月とか４カ月とか，

予算や議会が絡むと半年以上という感じでなかなか時

間がかかることがありますので，そのすみ分けをして

使っておりました。 

もちろん個人的には，最低限の国民の文化レベルを

守るのは行政だと思っています。しかし，その行政側



- 57 - 

が手をこまねいているのであれば，誰かがやったほう

がいいかというふうに，バリアフリーな考えで図書館

員としての立ち位置をしっかり持って，どっちの組織

であっても図書館としてやるべきことをやっていくと

いう思いで今はおります。 

ですから，組織の一コマなんですね図書館も。どち

らとしても同じだろうと。予算的には，はるかに民間

のほうがありません。待遇もあまりよくないと思いま

す。いくら館長と言ってもかなり安く抑えられます。

本当にヘッドハンティングされた割には条件がよくな

いなみたいな話で，その代わりそれを武器にしまして，

これだから私はこれを通させてもらいたいと。中津川

でも，建物は建たなかったんだからこれだけはやらせ

てほしい，というふうな自分の武器としてさやを抜く

ときはあります。ですから，結果的に私としてはやは

りどこに行っても「人」というふうな思いでいます。 

 

○植松氏 

 ありがとうございました。なかなか面白い話でした。 

続けて小林さんにですが，先ほどからお話されている

中津川の事例も含めて，理解のない首長さんをどう目

覚めさせるかについて，こういうのが一番効くんじゃ

ないかというのをお聞かせいただきたい。 

 

○小林氏 

   はい。中津川市の建設反対派の市長も，読書とか図

書館とかに反対をしていたわけではなくて，政争の具

にされたのが図書館だっていうことであります。 

読書とか図書館に反対する意味は，もう本当にどこ

にもないと思うんですよ。ただ，大変利益の見えにく

い部局ではあると思います。長い時間をかけて，人づ

くりをしたり，まちづくりをしていくわけですから，

即刻に利益が見えるわけではなく，その辺に少しハン

デがあるのかなというふうに思っています。 

それと，自分たちが思っている以上に，役所の人た

ちや市民も含めて，図書館がどんなところかを理解し

ていない。これは相手方の責任だけじゃなくて，私た

ち図書館で働く側にも問題があるんではないかと私個

人は思っています。ですからまず役所の人たちには，

全員図書カードを作ってもらう。あなたのまちの図書

館をあなたが率先して使ってくださいと。市長にも作

ってもらいました。 

あとは部局と連携をする。これはすごく部局からブ

ーイングがありましたけれども，月の展示を各部局で

回したことがあります。今回は農林課，今回は医療課，

今回は税務課とか，そういう形で否応なくローテーシ

ョンを組んで，図書館に入ってもらって体験をしても

らうといいますか，中学生や高校生の体験学習と一緒

のように，まず市役所の人たちから理解していただく

と。 

それから，当初は反対，賛成のその渦中に私は飛び

込んだわけですけれども，反対派の議員の方々にも心

のバリアフリーで私は訪問をしました。周囲からは，

言ってもだめという感じでストップをかけられたんで

すけれど，全然その理由がわかりません。図書館で本

を読むのに何で反対とか賛成があるのか，私自身はわ

かりませんでしたので，お邪魔をしたところ，意外と

仲良くなれたんですね。自分が政治色を持たない限り，

仲良くなれるのではないかとそのとき学ばせてもらい
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ました。 

ですから，鹿角でもまず議会事務局にも本を配達し

ています。役所の人にも，まだ全員持っていませんけ

れども，全員にカードを持ってもらいたいと運動を進

めています。それらとのコネクションはやはり館長が

率先して，頭を下げていかなければいけないだろうと。 

商工会議所にもお邪魔をしています。私どもは，図

書館的営業に行ってきますというふうな感じで館を出

ることがあるんですけれども，営業活動の一端として

顔合わせに行くことがあります。そうするとロータリ

ーだとかライオンズでやらなければいけない事業を持

っているんですね。そのタイミングを合わせて，寄附

をいただくだとか，文教の委員会のほうで図書館の事

業を入れてもらうだとか，結構お互いがＷｉｎ-Ｗｉｎ

関係になれるんだということも，動くことによってわ

かったわけですけど，まず，気持ちをフリーにして仲

良くなる。 

この間も中津川で市長さんに大歓迎いただいて一献

を交えてきました。反対議員の方々も，条例を全員一

致でやった時点から，やっぱり反省したと思います。

そういう形であまり肩肘張らずに前に進んでいくのが

こつなのかなあなんていうふうに思います。 

 

○植松氏 

今お話しにでた，図書館は成果や利益が見えにくい

場所であるというのは，みなさんが実感なさっている

ことだと思います。そういう意味で，図書館は金食い

虫だと，役所の中で言われることもあろうかと思いま

す。他部局の人々に理解してもらう，市議会や市長に

理解してもらう，さらに市民に貸本屋・自習室ではな

いことを理解してもらう努力を，地道に続けることが，

もっと地域の中に図書館が入っていく基本だというこ

とを改めて教えていただきました。 

ちょっと話題を変えます。 

 私は今茨城県のつくば市に住んでいますが，隣町が

横綱稀勢の里の出身地である牛久市です。牛久市は高

度経済成長期に宅地開発がなされた典型的なベッドタ

ウンです。そこに居住する団塊の世代の男性は続々と

リタイヤしているのですが，遠距離通勤の毎日で地域

コミュニティとのつながりをもってこなかったために、

行き場を失っています。そうした男性がどこに行くか

というと，図書館なんですね。ただし，来ているけど，

その多くはいやいや渋々来ている。それをいかに，サ

ポーター的な人，熱心な図書館利用者，もっと言えば

自分のキャリアを生かして図書館で何か人のために活

動をしたいなど，リタイヤした男性をどう活用してい

くか，何かうまい手はありませんでしょうか。 

 

○綾野氏 

 私たちの図書館は２階には児童書もあるんですけど，

雑誌，新聞のコーナーがあるんですね。毎日来られる，

リタイヤされた方だなとお見受けする男性の方がいら

っしゃいます。来ていただくのはありがたいですし，

やっぱり働いてこられて，ご自分で何か手に職を持っ

ていたりとか，いろんな経験をされているんで，なん

とかその人たちを運営会議に引っ張ってやろうと思っ

ていたので，雑誌とか新聞を読んでいるところにさり

げなく運営会議のチラシを出したり，サイネージがあ

るんですが，そこに運営会議のみんなの様子が映って

いるのを見ていただいたりして，そのうちの何割かは

会議に来ていただいて，実はこんなことができるんだ

みたいな感じでおっしゃって，じゃあやりましょうと，

その方の思いが実現して，事業になったという形のと

ころもありますね。 

昨日のスライドで，昨年のＬｉｂｒａｒｙ ｏｆ 

ｔｈｅ Ｙｅａｒの最終選考会で「趣味はことば蔵で

す」とスライドに出した方，この方ほんとにそうなん

ですね。最初は新聞とか雑誌を毎日読みに来ていた方
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が，運営会議にお越しいただけるようになって，自分

の思いを実現，形にできたというようなこともあって，

ずっと今も運営会議に来てくださっています。Ｌｉｂ

ｒａｒｙ ｏｆ ｔｈｅ Ｙｅａｒの発表の日も図書

館に詰めて，もう今か今かと待っていたらしくて，私

たちはもちろん横浜に行っていたんですが，そんな人

たちが何人かことば蔵で発表を待っていたと聞いて，

本当に取れてよかったなと思えます。 

そんな感じでリタイヤされた方もなるべく自分たち

のノウハウを生かしていただけるような工夫というか，

工夫はできないかもしれませんけれど，そういう運営

会議の案内なんかをさせていただいております。 

 

○郷野目氏 

 新庄にも本当に毎日いらっしゃるリタイヤした男性

もたくさんいらっしゃいます。 

個人でのボランティア，新聞のボランティアや見回

りのボランティアをしてくださる方もいらっしゃるん

ですけれども，実感としましてはやっぱり，同じ個人

ボランティアさんの中でも女性たちのほうが圧倒的に

ほかのボランティアさんとのコミュニケーションを取

るスキルが高いと言いますか，男性のボランティアさ

んの方はみなさんそれぞれ各自で，俺はこれをするん

だぜみたいな感じで，黙 と々一生懸命してくださると

いう印象が強いです。 

あとはそうですね，成人講座で郷土史講座を開かせ

ていただいた年もあるんですけれども，そのときは男

女の比率で言ったら男性のほうが多かったと思うんで

すけれど，その成人講座というのは１年の講座なので，

本当はそれが終わったら受講生の方たちの中で次につ

なげて，じゃあ次の年はこういうのしたいねっていう

ようなご意見を聞いて，次の活動につなげるような機

会があれば，もしかしたら自分もこういうのをしてみ

たいとか，図書館でこういうのをしてみたらどうだろ

うっていうような形で，その方たちが図書館で次に活

動できる場が広がったのかなという反省もあります。

それも含めて，男性女性関係なくとは言いながらも，

リタイヤなさった男性の方々 も図書館で自分のスキル

を生かしながら，生涯学習につなげていけるようない

ろんな講座でしたり，会議なんかもしていきたいなと

は考えております。 

○小林氏 

 鹿角市立図書館は，もう即刻サポーターに登録です。

そして今まで培ったスキルを講師として発表して，知

恵をお借りしたいというふうに口説きます。 

たくさん人生の経験をされた中での宝物が詰まって

いる方々一人一人を，あなたが主役ということで，こ

れはもう即刻サポーターの登録に入らせていただきま

す。 

 

○植松氏 

 ありがとうございました。 

予定された時間まで２分あります。あと一言ずつご

発言いただいて，まとめにしたいと思います。綾野さ

んからお願いします。 

 

○綾野氏 

伊丹市立図書館ことば蔵がやってきたことって，多

分どこの図書館も同じように真似できるんじゃないか
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と思います。だから視察もたくさん来ていただけるの

かなと思っていますので，何かございましたら，私に

連絡していただいても結構ですし，あるいは伊丹の近

くに来られる用事があれば，お越しいただけたらノウ

ハウも全てお渡ししたいと思いますので，よろしくお

願いいたします。以上です。 

 

○高橋氏 

いろんな取り組みをほかの図書館さんもなされてい

ると思うので，一つ一つ持ち帰っていただきながら，

確認していただいて，いろいろとつながっていけたら

なあなんて思っています。 

新庄市の図書館はフェイスブックもやっていて，か

やの実ちゃんというマスコットキャラクターが図書館

を紹介したり，事業を紹介したりしています。ぜひそ

ちらのほうも見ていただきたいなと思っています。 

 

○小林氏 

どうもこの機会をいただきましてありがとうござい

ます。 

たくさんのことを勉強させていただきましたので，

また持ち帰って頑張っていきたいなというふうに思い

ます。 

本当にありがとうございました。 

 

○植松氏 

 今回の全国公共図書館研究集会は，事務局の方が「も

っと地域の中に図書館を」ということで企画され，適

切な事例を集めていただいたところに，成功の大きな

要因があったと思います。 

お三方の大変興味深い，アイデアに満ちた活動を詳

細に伺うことができて，私自身大変勉強になりました

し，ご参加のみなさんにとっても有益であったと思い

ます。ぜひ，今小林さんからお話しがありましたよう

に，何か一つでも，あるいは一つの言葉でも持ち帰っ

ていただいて，日々の図書館活動につなげていただき，

もっとたくさんのもっと幅広い利用者を図書館が獲得

できるように，まちの中で図書館が頼りになり，図書

館があって私たちはこのまちに過ごすことが幸せだと

思ってもらえるような活動を，ぜひ展開していただけ

ればと思います。 

これをもちまして，全体会を終了とします。 

ありがとうございました。 

 

 


